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埼経協ニュース386号

四
月
十
三
日
㈪
十
三
時
三
〇
分
か
ら

理
事
会
が
二
〇
名
の
理
事
と
二
名
の
監

事
が
出
席
し
、
パ
レ
ス
ホ
テ
ル
大
宮
で

開
催
さ
れ
た
。

西
村
会
長
の
開
会
挨
拶
の
後
、
議
案

の
審
議
に
入
り
、
以

下
の
議
案
に
つ
い
て

事
務
局
よ
り
説
明
が

行
わ
れ
、
そ
の
後
の

審
議
の
結
果
、
す
べ

て
の
議
案
に
つ
い
て

満
場
一
致
で
承
認
・

可
決
さ
れ
、
第
1
号

か
ら
第
4
号
議
案
は

五
月
十
三
日
㈬
の
定

時
総
会
に
付
議
す
る

こ
と
と
な
っ
た
。

こ
の
結
果
、
新
任

会
長
に
上
條
正
仁
氏

（
㈱
埼
玉
り
そ
な
銀

行
シ
ニ
ア
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
）、
新
任
副
会

長
に
徳
渕
良
孝
氏

（
日
本
信
号
㈱
取
締

平
成
10
年
か
ら
19
年
ま
で
9
年
間
に
わ
た

り
本
会
会
長
を
お
務
め
い
た
だ
き
ま
し
た
原

宏
名
誉
会
長
（
享
年
89
歳
）
が
呼
吸
器
不
全

4
月
9
日
午
前
1
時
12
分
に
ご
逝
去
さ
れ
ま

し
た
。
生
前
の
ご
指
導
に
感
謝
申
し
上
げ
謹

ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

□
利
根
忠
博
名
誉
会
長
の
追
悼
文

突
然
の
訃
報
に
接
し
、
誠
に
惜
し
み
て
も

余
り
あ
る
正
に
痛
恨
の
極
み
で
あ
り
ま
す
。

原

宏
氏
は
、
天
性
の
才
能
、
剛
気
不
屈

の
精
神
、
そ
れ
に
人
間
味
豊
か
な
性
格
で
、

埼
玉
県
経
営
者
会
長
を
9
年
の
長
き
に
わ
た

り
務
め
ら
れ
た
ほ
か
、
埼
玉
県
公
安
委
員
会

委
員
長
、
埼
玉
県
ガ
ス
協
会
会
長
を
は
じ
め
、

数
々
の
要
職
を
歴
任
さ
れ
、
県
政
、
県
産
業

界
の
発
展
に
多
大
の
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
国
内
外
の
社
会
貢
献
活
動
に
も
積
極
的

に
取
り
組
ま
れ
、
そ
の
輝
か
し
い
功
績
は
言

葉
に
尽
く
し
が
た
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
そ

の
偉
業
に
心
か
ら
尊
敬
と
感
謝
を
捧
げ
、
謹

ん
で
ご
冥
福
を
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

□
西
村
和
義
会
長
の
追
悼
文

突
然
の
訃
報
に
接
し
、
誠
に
痛
恨
哀
惜
に

堪
え
ま
せ
ん
。

原

宏
氏
は
、
9
年
に
わ
た
り
埼
玉
県
経

営
者
協
会
会
長
を
務
め
ら
れ
た
ほ
か
、
埼
玉

県
公
安
委
員
会
会
長
、
埼
玉
県
ガ
ス
協
会
会

長
な
ど
の
数
々
の
要
職
を
歴
任
さ
れ
、
産
業

界
の
み
な
ら
ず
埼
玉
県
政
の
発
展
に
多
大
の

貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
企
業
経
営
の
傍
ら
、
埼
玉
・
タ
イ

王
国
友
好
協
会
会
長
と
し
て
タ
イ
の
教
育
環

境
の
整
備
に
取
り
組
ま
れ
る
な
ど
、
国
内
外

に
わ
た
る
社
会
貢
献
活
動
に
も
積
極
的
に
取

り
組
ま
れ
ま
し
た
。
そ
の
偉
業
に
深
く
敬
意

を
表
す
る
と
と
も
に
、
生
前
の
ご
指
導
に
感

謝
申
し
上
げ
、
謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
申

し
上
げ
ま
す
。

一般社団法人 埼玉県経営者協会会報

’15 月号

日本経団連 埼玉

新
任
会
長
に
上
條

正
仁
氏
（
㈱
埼
玉
り
そ
な
銀
行
シ
ニ
ア
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）、

新
任
副
会
長
に
徳
渕

良
孝
氏
（
日
本
信
号
㈱
取
締
役
専
務
執
行
役
員
）、

髙
橋

行
憲
氏
（
㈱
ウ
イ
ズ
ネ
ッ
ト
代
表
取
締
役
）、

栗
田
美
和
子
氏
（
㈱
ク
リ
タ
エ
イ
ム
デ
リ
カ
代
表
取
締
役
社
長
）、

伊
藤

麻
美
氏
（
日
本
電
鍍
工
業
㈱
代
表
取
締
役
社
長
）

の
五
氏
の
就
任
を
内
定
―
本
会
初
の
女
性
副
会
長
誕
生
、

常
任
幹
事
に
前
田

知
憲
氏
（
㈱
ハ
ー
べ
ス
代
表
取
締
役
）、

横
塚

元
樹
氏
（
ア
サ
ヒ
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
代
表
取
締
役
社
長
）

の
二
氏
が
新
た
に
就
任

〜
平
成
二
七
年
度
第
一
回
理
事
会
開
催

―
二
六
年
度
事
業
報
告
・
決
算
報
告
等
全
議
案
を
承
認

〜
幹
事
会
・
講
演
会
等
も
開
催

原

宏
名
誉
会
長
ご
逝
去
の
報
に
接
し
、

謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

4・5

左
か
ら
新
理
事
に
内
定
し
た
上
條
、
徳
渕
、
髙
橋
、

栗
田
、
伊
藤
の
各
氏
、
常
任
幹
事
に
就
任
す
る
前
田
、

横
塚
の
各
氏

理
事
会
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役
専
務
執
行
役
員
）、
髙
橋
行
憲
氏（
㈱

ウ
イ
ズ
ネ
ッ
ト
代
表
取
締
役
）、
栗
田

美
和
子
氏
（
㈱
ク
リ
タ
エ
イ
ム
デ
リ
カ

代
表
取
締
役
社
長
）、
伊
藤
麻
美
氏（
日

本
電
鍍
工
業
㈱
代
表
取
締
役
社
長
）
の

五
氏
の
就
任
を
内
定
。
栗
田
氏
、
伊
藤

氏
は
本
会
創
立
六
九
年
、
設
立
六
七
年

に
し
て
初
の
女
性
副
会
長
の
誕
生
と
な

る
。ま

た
、
五
月
十
三
日
の
定
時
総
会
で

西
村
和
義
会
長
と
横
塚
正
秋
副
会
長
が

退
任
。
西
村
会
長
は
名
誉
会
長
に
就
任

す
る
こ
と
が
決
定
。
さ
ら
に
、
新
任
の

常
任
幹
事
と
し
て
前
田
知
憲
氏
（
㈱
ハ

ー
べ
ス
代
表
取
締
役
）、
横
塚
元
樹
氏

（
ア
サ
ヒ
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
代
表
取
締

役
社
長
）
の
二
氏
の
就
任
も
決
定
し
た
。

【
理
事
会
議
案
】

一
�
平
成
二
六
年
度
事
業
報
告

二
�
平
成
二
六
年
度
決
算
報
告

三
�
理
事
・
監
事
の
選
任

四
�
会
長
・
副
会
長
・
専
務
理
事
の
選
任

五
�
名
誉
会
長
の
委
嘱

六
�
顧
問
の
委
嘱

七
�
常
任
幹
事
・
幹
事
の
委
嘱

他
に
報
告
事
項
と
し
て
平
成
二
七
年

度
定
時
総
会
開
催
の
件
並
び
に
組
織
拡

大
協
力
会
員
へ
の
感
謝
状
贈
呈
の
件
な

ど
の
報
告
が
行
わ
れ
た
。

な
お
、
理
事
会
終
了
後
、
理
事
、
監

事
、
常
任
幹
事
・
幹
事
な
ど
六
二
名
が

出
席
し
幹
事
会
が
開
催
さ
れ
た
。

冒
頭
、
四
月
九
日
に
ご
逝
去
さ
れ
た

原
宏
本
会
名
誉
会
長
の
御
霊
に
対
し
参

加
全
員
で
黙
祷
を
捧
げ
、
そ
の
後
理
事

会
議
案
の
説
明
が
行
わ
れ
た
。

ま
た
、
幹
事
会
終
了
後
、
前
尼
崎
市

長
で
現
グ
ン
ゼ
取
締
役
の
白
井
文
氏
よ

「
全
国
最
年
少
女
性
市
長

奮
戦
記
」

題
し
て
講
演
が
行
わ
れ
、
理
事
・
幹
事

の
方
々
に
多
く
の
感
動
を
与
え
た
素
晴

ら
し
い
講
演
で
あ
っ
た
。

な
お
、
講
演
会
終
了
後
懇
親
会
も
開

催
さ
れ
た
。

【
講
師
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
】

白
井

文

（
し
ら
い
あ
や
）
氏

尼
崎
市
生
ま
れ
。
大
阪
外
国
語
大
学

外
国
語
学
部
入
学
。
そ
の
後
、
全
日
本

空
輸
に
入
社
、
キ
ャ
ビ
ン
ア
テ
ン
ダ
ン

ト
を
務
め
る
。
1
9
9
0
年
全
日
本
空

輸
を
退
社
し
人
材
育
成
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
に
転
進
。
1
9
9
3
年
、
尼
崎
市
市

議
会
議
員
を
2
期
務
め
た
後
、
2
0
0

2
年
12
月
尼
崎
市
長
選
挙
に
無
所
属
で

出
馬
、
自
民
・
民
主
・
公
明
・
自
由
・

保
守
5
党
が
相
乗
り
し
た
現
職
を
破
り

当
選
。
2
0
0
6
年
11
月
大
差
で
再
選
。

2
期
で
市
長
退
任
。
2
0
1
1
年
6
月
、

グ
ン
ゼ
株
式
会
社
社
外
取
締
役
に
就
任
。

目

次

頁

�
平
成
二
七
年
度
第
一
回
理
事
会
・

幹
事
会
開
催

一

�
原
宏
名
誉
会
長
ご
逝
去

一

�
平
成
二
六
年
度

第
三
回
理
事
会
・
幹
事
会

三

�
第
十
六
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

九

�
第
十
七
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

九

�
第
十
八
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

十

�
第
七
回
特
別
セ
ミ
ナ
ー

十

�
第
八
回
特
別
セ
ミ
ナ
ー

十
一

�
第
六
回
人
事
労
務
委
員
会

十
二

�
第
二
回
ウ
ー
マ
ノ
ミ
ク
ス
推
進
委

員
会

十
二

�
第
五
回
グ
ロ
ー
バ
ル
委
員
会

十
三

�
第
一
回
介
護
ビ
ジ
ネ
ス
委
員
会十

三

�
埼
玉
ク
イ
ズ
王
決
定
戦

十
四

�
生
き
生
き
職
場
体
験
交
流
の
集
い

十
六

�
埼
玉
大
学
研
究
者
と
の
出
会
い
の

広
場

十
八

�
も
の
つ
く
り
大
学
へ
よ
う
こ
そ十

九

�
新
入
社
員
研
修
開
催
・
埼
玉
労
働

局
か
ら
の
お
知
ら
せ
・
広
告
二
〇

�
低
成
長
時
代
の
就
業
規
則
の
見
直

し
・
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
労
働
法
二
一

�
埼
玉
県
か
ら
の
お
知
ら
せ

二
四

�
日
本
経
団
連
の
動
き

二
六

�
事
業
だ
よ
り
、
告
知
板
、

自
分
の
中
の
他
人
、
広
告

二
七

�
会
員
の
動
き

二
八

講
演
す
る
白
井
文
氏

4
月
9
日
に
ご
逝
去
さ
れ
た

原
宏
本
会
名
誉
会
長
の
御
霊
に
全
員

で
黙
祷

講
演
に
対
し
謝
辞
を
述
べ
る

藤
池
副
会
長

幹
事
会

幹
事
会
開
会
挨
拶
西
村
和
義
会
長
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第1回理事会で委嘱が承認（委嘱日 平成27年5月13日）

□会 長
新任 代表理事 上條 正仁

（㈱埼玉りそな銀行シニアアドバイザー）
□副会長

理 事 加藤喜久雄
（㈱武蔵野銀行 取締役頭取）

〃 藤池 誠治
（㈱デサン 代表取締役会長）

〃 吉野 寛治
（吉野電化工業㈱ 代表取締役社長）

〃 発田 聡
（UDトラックス㈱バイスプレジデント）

〃 池田 一義
（㈱埼玉りそな銀行 代表取締役社長）

〃 山本 彰
（日本ピストンリング㈱ 取締役）

〃 橋元 健
（キヤノン電子㈱ 取締役副社長）

〃 斉之平伸一
（三州製菓㈱ 代表取締役）

〃 笠井 澄人
（東日本電信電話㈱ 取締役埼玉営業部長）

〃 原 敏成
（武州瓦斯㈱ 代表取締役社長）

〃 満岡 隆一
（ボッシュ㈱ 専務取締役）

〃 宮澤 政信
（マルキユー㈱ 代表取締役社長）

〃 斉藤 実
（AGS㈱ 顧問）

〃 神田 正
（㈱ハイデイ日高 代表取締役会長）

〃 牛窪 啓詞
（㈱愛工舎製作所代表取締役）

〃 増田 文治
（㈱マスダック 代表取締役社長）

〃 川本 武彦
（㈱サイサン 代表取締役社長）

〃 山内 真輝
（東京ガス㈱ 埼玉支社長）

〃 赤地 文夫
（コカ・コーライーストジャパン㈱取締役常務執行役員）

〃 淺見 郁樹
（東日本旅客鉃道㈱ 執行役員大宮支社長）

新任 〃 徳渕 良孝
（日本信号㈱取締役専務執行役員）

新任 〃 髙橋 行憲
（㈱ウイズネット 代表取締役）

新任 〃 栗田美和子
（㈱クリタエイムデリカ 代表取締役社長）

新任 〃 伊藤 麻美
（日本電鍍工業㈱ 代表取締役）

□専務理事
理事（業務執行理事） 根岸 茂文

（（一社）埼玉県経営者協会）
□監事

監 事 中込 秀明
（富士電子㈱ 代表取締役社長）

監 事 松本伸一郎
（㈱松本商会 代表取締役社長）

□名誉会長の委嘱（なお名誉会長は終身。27年5月13日時
点では利根忠博名誉会長を含め、名誉会長は2名となる）

西村 和義
（日本信号㈱相談役）

□顧問の委嘱
栗原 隆
（太平洋セメント㈱ 名誉顧問）

森谷 文昭
（日本ピストンリング㈱ 元会長）

□常任幹事・幹事の委嘱
常任幹事24名、幹事64名の委嘱

新任常任幹事 前田 知憲
（㈱ハーべス 代表取締役）

〃 横塚 元樹
（アサヒロジスティクス㈱ 代表取締役社長）

三
月
十
七
日
㈫
十
三
時
三
〇

分
か
ら
理
事
会
が
、
そ
し
て
十

四
時
三
〇
分
か
ら
幹
事
会
が
パ

レ
ス
ホ
テ
ル
大
宮
で
開
催
さ
れ

た
。理

事
会
は
、
理
事
十
六
名
と

監
事
二
名
が
出
席
し
開
催
さ
れ
、

事
務
局
よ
り
四
議
案
に
つ
い
て

説
明
が
行
わ
れ
、
審
議
の
結
果
、

す
べ
て
の
議
案
と
も
満
場
一
致

で
承
認
・
可
決
さ
れ
た
。

理
事
会
議
案
は
次
の
通
り
。

一
�
平
成
二
七
年
度
事
業
計
画

二
�
平
成
二
七
年
度
収
支
予
算

三
�
常
勤
理
事
の
平
成
二
七
年

度
報
酬
額
（
9
百
万
円
）

の
決
定

四
�
常
勤
理
事
報
酬
規
程
の
改

定
続
い
て
幹
事
会
が
、
理
事
十

七
名
、
監
事
二
名
、
名
誉
会
長

一
名
、
常
任
幹
事
・
幹
事
三
三

名
の
五
三
名
が
参
加
し
開
催
さ

れ
、
西
村
会
長
の
開
会
挨
拶
に

理事・監事並びに会長・副会長・専務理事の選任（平成27年5月13日開催の定時総会の議決を経て就任予定）

平
成
二
七
年
度
事
業
計
画
・
収
支
予

算
等
、
満
場
一
致
で
承
認

〜
平
成
二
六
年
度
第
三
回
理
事
会
、

そ
の
後
幹
事
会
・
講
演
会
を
開
催

幹
事
会

理
事
会

― 3 ―
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続
き
、
理
事
会
に
提
案
さ
れ
た
四

議
案
に
つ
い
て
事
務
局
よ
り
説
明

が
行
わ
れ
た
。

幹
事
会
終
了
後
、
新
進
気
鋭
の

若
手
憲
法
学
者
で
あ
る
首
都
大
学

東
京
法
学
系
准
教
授

木
村

草

太

氏
よ
り
、「
憲
法
論
の
急
所
〜

テ
レ
ビ
が
伝
え
な
い
憲
法
の
話
」

と
題
し
て
、
現
在
国
論
を
二
分
し

て
い
る
集
団
的
自
衛
権
を
中
心
に

講
演
が
行
わ
れ
た
。

ま
た
、
講
演
会
終
了
後
懇
親
会

も
開
催
さ
れ
た
。

【
講
師
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
】

木
村
草
太
（
き
む
ら
そ
う
た
）
氏

1
9
7
1
年
横
浜
市
生
ま
れ
。

2
0
0
3
年
東
京
大
学
法
学
部
卒

業
。
東
京
大
学
大
学
院
法
学
政
治

学
研
究
科
助
手
（
憲
法
学
専
攻
）

を
経
て
、
2
0
0
6
年
首
都
大
学

東
京
法
学
系
准
教
授
。著
書
は「
憲

法
の
創
造
力
」（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
出
版
／

2
0
1
3
年
）、「
テ
レ
ビ
が
伝
え

な
い
憲
法
の
話
�
（
Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究

所
／
2
0
1
3
年
）
な
ど
多
数
。

平平
成成
2277
年年
度度
事事
業業
計計
画画

基基
本本
方方
針針

平
成
27
年
度
の
日
本
経
済
は
、

中
国
経
済
の
減
速
、
Ｆ
Ｒ
Ｂ
の
利

上
げ
、
欧
州
デ
フ
レ
の
長
期
化
な

ど
の
海
外
リ
ス
ク
要
因
は
あ
る
も

の
の
、
円
安
に
よ
る
輸
出
増
、
原

油
安
に
よ
る
個
人
消
費
の
持
ち
直

し
な
ど
か
ら
、
マ
イ
ナ
ス
成
長
か

ら
脱
し
実
質
経
済
成
長
率
は
2
％

程
度
の
成
長
を
と
げ
る
も
の
と
見

込
ま
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
日

本
経
済
は
い
ま
だ
デ
フ
レ
体
質
か

ら
は
脱
し
き
れ
て
お
ら
ず
、
依
然

と
し
て
楽
観
視
は
許
さ
れ
な
い
状

況
に
あ
る
。

一
方
、
企
業
を
取
り
巻
く
経
営

環
境
に
目
を
転
じ
る
と
、
日
本
企

業
の
海
外
Ｍ
＆
Ａ
が
最
高
を
記
録

し
、
グ
ロ
ー
バ
ル
に
事
業
を
展
開

す
る
企
業
ば
か
り
で
は
な
く
、
サ

ー
ビ
ス
業
、
中
小
企
業
な
ど
内
需

型
企
業
が
成
長
の
シ
ー
ズ
を
海
外

に
求
め
る
例
も
目
立
つ
な
ど
、
企

業
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
は
ま
す
ま
す

進
展
し
て
い
る
。

ま
た
、
生
産
・
販
売
・
開
発
等

に
関
わ
る
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
の
活
用
、

ネ
ッ
ト
と
リ
ア
ル
を
融
合
し
た
オ

ム
ニ
チ
ャ
ネ
ル
コ
マ
ー
ス
の
導
入
、

そ
し
て
製
造
業
の
Ｉ
ｏ
Ｔ
技
術
導

入
な
ど
、
製
造
業
、
非
製
造
業
問

わ
ず
、
ま
さ
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
進
展
を

ど
う
企
業
戦
略
の
中
に
取
り
込
む

か
が
企
業
の
競
争
力
・
成
長
力
を

大
き
く
左
右
す
る
時
代
が
到
来
し

て
い
る
。

さ
ら
に
、
生
産
年
齢
人
口
の
一

層
の
減
少
が
見
込
ま
れ
る
中
、
優

秀
な
人
材
を
継
続
的
に
確
保
し
て

い
く
た
め
に
は
、
従
業
員
の
持
つ

多
様
性
を
生
か
す
と
と
も
に
、
働

き
方
改
革
と
労
働
生
産
性
向
上
を

両
立
さ
せ
る
こ
と
が
重
要
と
な
っ

て
き
て
い
る
。

こ
う
し
た
状
況
の
な
か
、
持
続

的
に
企
業
を
成
長
さ
せ
て
い
く
た

め
に
は
、
こ
れ
ら
経
営
環
境
の
変

化
を
危
機
と
と
ら
え
る
の
で
は
な

く
む
し
ろ
チ
ャ
ン
ス
と
と
ら
え
、

間
断
な
く
事
業
構
造
を
見
直
す
と

と
も
に
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
へ
の
積

極
的
な
対
応
と
産
業
構
造
の
変
革

を
踏
ま
え
た
、
技
術
革
新
、
ビ
ジ

ネ
ス
プ
ロ
セ
ス
の
革
新
な
ど
、
ま

さ
に
�
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
�
の
実

現
、
加
え
て
誰
も
が
い
き
い
き
と

働
く
職
場
づ
く
り
が
極
め
て
重
要

と
な
っ
て
き
て
い
る
。

か
か
る
観
点
か
ら
、
27
年
度
も
、

各
種
事
業
の
強
化
を
は
か
り
、
埼

玉
県
と
の
連
携
を
核
に
、
会
員
企

業
と
多
方
面
の
�
外
部
の
知
�
の

集
団
を
つ
な
ぐ
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
と
し
て
の
機
能
・
役
割
を
さ

ら
に
拡
充
し
て
い
く
と
と
も
に
、

大
幅
な
人
員
減
少
を
踏
ま
え
て
、

効
果
的
・
効
率
的
な
業
務
運
営
を

推
進
し
た
い
。

活活
動動
理理
念念

本
会
は
、活
力
に
溢
れ
、魅
力
あ

る
県
経
済
社
会
の
実
現
に
向
け
て

自
ら
行
動
す
る
と
と
も
に
県
政
・

幹
事
会
で
議
長
を
務
め
る

西
村
和
義
会
長

講
演
す
る
首
都
大
学
東
京
准
教
授

木
村
草
太
氏

懇
親
会

懇
親
会
開
宴
挨
拶

橋
元
健
副
会
長

閉
宴
挨
拶

笠
井
澄
人
副
会
長
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常
勤
理
事
報
酬
規
程
の
改
定
に
つ
い
て

改定後

別表第1
常勤理事の報酬
総額
20，000千円以内

現 行

別表第1
常勤理事の報酬
総額
10，000千円以内

諸
機
関
・
諸
団
体
・
諸
大
学
そ
し

て
連
合
埼
玉
な
ど
と
調
和
と
連
携

を
図
り
、
県
経
済
社
会
の
健
全
な

発
展
に
寄
与
す
る
。

事事
業業
活活
動動
のの
骨骨
子子

1
�
産
学
官
連
携
の
強
化

県
経
済
の
持
続
的
発
展
に
は
、

企
業
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
へ
の
対
応

強
化
と
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
実
現
へ

向
け
た
不
断
の
取
り
組
み
が
不
可

欠
で
あ
り
、
こ
れ
ら
を
サ
ポ
ー
ト

す
べ
く
、
会
員
企
業
同
士
の
情
報

交
換
機
会
の
充
実
と
産
業
界
と

県
・
国
の
機
関
や
埼
玉
大
学
・
も

の
つ
く
り
大
学
な
ど
教
育
界
と
の

連
携
強
化
に
取
組
む
。

2
�
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
機
能
・

情
報
提
供
機
能
の
強
化
・
拡
充

企
業
の
取
り
組
む
べ
き
課
題
が

ま
す
ま
す
高
度
化
し
つ
つ
あ
る
こ

と
を
踏
ま
え
、
こ
れ
ら
の
課
題
解

決
に
資
す
る
た
め
に
、
埼
玉
県
、

国
、
各
種
研
究
機
関
等
と
の
連
携

を
強
化
し
、
各
種
セ
ミ
ナ
ー
、
委

員
会
活
動
等
の
充
実
を
通
じ
、
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
機
能
・
各
種
情

報
提
供
機
能
を
強
化
・
拡
充
し
て

い
く
。

3
�
安
定
し
た
経
営
基
盤
の
構
築

と
効
果
的
・
効
率
的
な
業
務
運

営
の
推
進

会
員
増
強
等
を
通
じ
て
よ
り
安

定
し
た
組
織
・
経
営
基
盤
を
構
築

し
て
い
く
。

4
�
会
員
・
経
済
界
の
ニ
ー
ズ
の

集
約
と
そ
の
実
現

会
員
そ
し
て
県
内
経
済
界
が
直

面
す
る
諸
課
題
に
つ
い
て
の
意

見
・
ニ
ー
ズ
を
収
集
・
集
約
し
、そ

の
解
決
に
努
め
る
。

5
�
提
言
活
動
の
展
開

知
事
と
経
済
人
と
の
懇
談
会
な

ど
を
は
じ
め
多
種
多
様
な
県
・
国

の
機
関
等
の
公
設
委
員
会
議
な
ど

を
通
じ
、
提
言
や
意
見
陳
述
に
努

め
て
い
く
。

6
�
雇
用
の
維
持
・
拡
大

雇
用
の
維
持
・
拡
大
と
セ
ー
フ

テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
の
拡
充
の
た
め
、

ベ
ー
ス
と
な
る
人
事
労
務
問
題
へ

の
取
り
組
み
の
充
実
は
勿
論
、
埼

玉
県
・
埼
玉
労
働
局
・
連
合
埼
玉

と
の
連
携
の
下
、
大
学
生
イ
ン
タ

ー
ン
シ
ッ
プ
事
業
、
高
校
生
そ
し

て
障
が
い
者
の
就
職
支
援
等
の
各

種
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
積
極
的
に
推

進
す
る
。

平平
成成
2277
年年
度度
事事
業業
のの
ポポ
イイ
ンン
トト

平
成
27
年
度
事
業
の
推
進
に
あ

た
っ
て
は
、
会
員
ニ
ー
ズ
へ
の
対

応
強
化
を
図
る
と
と
も
に
大
幅
な

人
員
減
少
を
踏
ま
え
、
効
果
的
か

つ
効
率
的
な
業
務
運
営
を
推
進
す

る
観
点
か
ら
、
以
下
の
よ
う
な
事

業
の
見
直
し
等
を
行
う
。

1
�
埼
玉
県
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

推
進
事
業
の
効
率
的
・
効
果
的

推
進

埼
玉
県
か
ら
受
託
し
て
い
る
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
推
進
事
業
の
受

託
費
用
の
大
幅
削
減
（
12
百
万
円

か
ら
4
百
万
円
程
度
へ
の
減
少
）

に
よ
り
、
臨
時
職
員
の
採
用
が
難

し
い
こ
と
か
ら
、
既
存
人
員
で
の

対
応
を
可
能
と
す
る
た
め
イ
ン
タ

ー
ン
シ
ッ
プ
サ
イ
ト
を
新
た
に
開

発
。
マ
ッ
チ
ン
グ
プ
ロ
セ
ス
を
大

幅
に
効
率
化
す
る
と
と
も
に
、
年

間
を
通
し
て
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
事
業
を
推
進
す
る
。

2
�
衛
生
管
理
者
受
験
対
策
講

座
・
安
全
管
理
者
選
任
時
研
修

の
外
部
委
託
化

年
間
2
回
開
催
し
て
き
た
「
第

1
種
・
第
2
種
衛
生
管
理
者
受
験

の
た
め
の
対
策
講
座
」、「
安
全
管

理
者
選
任
時
研
修
」
の
運
営
を
共

催
先
に
全
面
的
に
委
託
。
業
務
の

効
率
化
を
図
る
と
と
も
に
、
開
催

回
数
を
大
幅
に
拡
充
し
、
会
員
の

利
便
性
向
上
を
図
る
。

3
�
労
働
法
実
務
講
座
の
人
事
労

務
委
員
会
へ
の
吸
収
（
受
講
費

用
の
無
料
化
）

こ
れ
ま
で
、
労
働
法
実
務
講
座

を
年
間
4
回
程
度
有
料
で
開
催
し

て
き
た
が
参
加
者
数
は
少
数
に
と

ど
ま
っ
て
い
た
。
一
方
、
今
後
も

労
働
関
係
法
令
の
大
幅
な
改
定
が

予
想
さ
れ
る
、
企
業
経
営
上
、
労

働
法
に
関
す
る
法
令
及
び
実
務
対

応
を
し
っ
か
り
と
習
得
し
て
お
く

こ
と
が
極
め
て
重
要
と
な
っ
て
い

る
。
こ
う
し
た
観
点
か
ら
、
本
講

座
を
人
事
労
務
委
員
会
の
中
に
吸

収
し
無
料
開
催
に
変
更
す
る
。（
非

会
員
向
け
は
有
料
）

4
�
小
笠
原
洋
上
研
修
、
剣
道
大

会
の
中
止

大
幅
な
人
員
減
少
を
踏
ま
え
、

長
き
に
渡
り
開
催
し
て
き
た
「
小

笠
原
洋
上
研
修
」、「
埼
玉
県
実
業

団
剣
道
大
会
」
を
中
止
す
る
。

5
�
国
立
研
究
開
発
法
人
産
業
技

術
総
合
研
究
所
と
の
産
学
官
連

携
の
取
組
開
始

会
員
企
業
の
産
学
官
連
携
ニ
ー

ズ
に
応
え
る
た
め
に
、
こ
れ
ま
で

の
大
学
・
研
究
機
関
に
加
え
、
日

本
最
大
級
の
公
的
研
究
機
関
で
あ

る
産
業
技
術
総
合
研
究
所
と
の
連

携
へ
の
取
組
を
開
始
す
る
。

常
勤
理
事
報
酬
規
程
の
別
表
第

1
「
常
勤
理
事
の
報
酬
総
額
」
を

改
定
す
る
。
改
定
内
容
は
以
下
の

通
り
。

□
改
定
理
由

平
成
23
年
5
月
の
定
時
総
会
以

降
、
常
勤
理
事
1
名
体
制
を
維
持

し
て
き
た
が
、
現
専
務
理
事
の
任

期
が
残
り
4
年
と
な
る
こ
と
か
ら
、

近
い
将
来
後
任
者
と
の
引
継
ぎ
等

の
た
め
、
常
務
理
事
配
置
に
よ
る

常
勤
理
事
2
名
体
制
へ
移
行
す
る

こ
と
が
不
可
欠
と
な
る
。
こ
の
た

め
、「
常
勤
理
事
の
報
酬
総
額
」

の
増
額
を
図
る
。

□
改
定
日

平
成
27
年
5
月
13
日
（
定
時
総

会
承
認
後
）
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3月
下旬中旬

○

○

○

⑮

上旬

○

2月
下旬

㉔

○

中旬

○

○

○

○

○

⑯

⑯

四者面談アワード
○

上旬

春季
○ ○

○

（平成28年）1月
下旬

○

⑳

中旬

○

○

○

⑲

⑲

上旬

⑦

12月
下旬

○

中旬

○

○

○

⑮

⑮

上旬

⑤

○

11月
下旬

○

秋 季
○

○

㉔

中旬

○

⑱

○

○

○

⑰

上旬

⑦

○

⑩

⑦

ゴルフ
○

10月
下旬

㉑

㉑

㉑

㉙

㉗

中旬

⑮

⑳

上旬

⑦

②

⑧
⑨

9月
下旬

㉕

㉘

イタリア
・ギリシャ

フォロー
㉒

中旬

⑯

⑱

⑮

④～⑫

上旬

①

⑤

②
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平成27年度事業 実施計画表
8月

下旬

㉔

㉖

㉕

中旬

⑰

上旬

④

7月
下旬

㉒

幹事会
○

㉘

○

中旬

⑮

⑮

○

⑭

上旬

②

④

⑩

①

6月
下旬

㉒
㉙

㉔

㉚

中旬

⑰

⑮
⑱

⑯

⑯

上旬

①
⑧

②

③

①

総会
②

5月
下旬

㉕

ゴルフ
㉙

中旬

⑬

⑳

⑱

⑮

⑲

上旬
（平成27年）4月

下旬

県施策
㉔

中旬

⑮
⑳

⑭

⑭

⑭

上旬

⑧

②

事業名

総会

理事会

新年会員懇談会

企業戦略研究会

産業教育委員会

グローバル委員会

ＣＳＲ委員会

少子高齢化対策研究会

ウーマノミクス推進委員会

働く女性応援講座

人事労務委員会

労働法実務講座

地域社会問題委員会

農業ビジネス研究会

介護ビジネス研究会

地区協議会
（中・西・南・北）

トップセミナー

特別セミナー

講演会・説明会

埼玉大学公開講座・
フォーラム
ものつくり大学
特別公開講座

幹事会

地方団体連絡協議会・
会長会議
関東経営者協会
専務理事会等

県首脳との懇談（随時）

新任校長研修等
県職員向け研修

教育委員会関連事業

教員・県職員の
長期派遣事業

社会経済視察団等

生き生き職場体験交流の
集い
新入社員研修・
フォローアップ研修
衛生管理者受験対策講座
等・通信教育

ゴルフ大会

項目

会議等の
開催

委員会、研
究会地区協
議会の開催

セミナー・
講演会等の
開催

産学
連携事業

日本経済
団体連合会
関連

県関連

海外視察

教育
啓発活動等

文化・体育活動

会

務
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平平
成成
2277
年年
度度
事事
業業
活活
動動
計計
画画

Ⅰ

主
要
会
議
等

1
�
主
要
会
議
の
開
催

⑴
定
時
総
会

⑵
臨
時
総
会

⑶
理
事
会

⑷
幹
事
会

⑸
新
年
会
員
懇
談
会

2
�
委
員
会
・
研
究
会
・
地
区
協
議
会

等
の
開
催

⑴
企
業
戦
略
研
究
会

⑵
産
業
教
育
委
員
会

⑶
グ
ロ
ー
バ
ル
委
員
会

⑷
Ｃ
Ｓ
Ｒ
委
員
会

⑸
少
子
高
齢
化
対
策
研
究
会

⑹
ウ
ー
マ
ノ
ミ
ク
ス
推
進
委
員
会

⑺
働
く
女
性
応
援
講
座

⑻
人
事
労
務
委
員
会

⑼
労
働
法
実
務
講
座

⑽
地
域
社
会
問
題
委
員
会

⑾
会
員
増
強
委
員
会

⑿
農
業
ビ
ジ
ネ
ス
研
究
会

⒀
介
護
ビ
ジ
ネ
ス
研
究
会

⒁
地
区
協
議
会
（
4
地
区
）

⒂
地
区
協
議
会
幹
事
会
（
4
地
区
）

⒃
そ
の
他

3
�
セ
ミ
ナ
ー
・
講
演
会
・
説
明
会
等

の
開
催

⑴
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

⑵
特
別
セ
ミ
ナ
ー

⑶
講
演
会
・
説
明
会

⑷
そ
の
他

4
�
産
学
連
携
事
業
の
推
進

⑴
埼
玉
大
学
特
別
公
開
講
座

⑵
も
の
つ
く
り
大
学
特
別
公
開
講
座

⑶
埼
玉
大
学
研
究
開
発
フ
ォ
ー
ラ
ム

⑷
埼
玉
大
学
産
学
官
連
携
推
進
協
議

会
⑸
も
の
つ
く
り
大
学
地
域
連
絡
協
議

会
⑹
本
庄
国
際
リ
サ
ー
チ
パ
ー
ク
研
究

推
進
機
構
連
携
拠
点
推
進
委
員
会

⑺
国
立
研
究
開
発
法
人
産
業
技
術
総

合
研
究
所

5
�
日
本
経
団
連
関
係

⑴
幹
事
会

⑵
地
方
団
体
長
会

⑶
地
方
団
体
連
絡
協
議
会

⑷
経
済
政
策
・
中
堅
／
中
小
企
業
・

社
会
保
障
・
環
境
・
資
源
エ
ネ
ル

ギ
ー
関
連
等

⑸
最
低
賃
金
対
策
専
門
委
員
会

⑹
労
使
フ
ォ
ー
ラ
ム

6
�
県
関
連

⑴
知
事
と
の
政
策
懇
談
会

⑵
県
産
業
労
働
部
首
脳
と
の
懇
談
会

⑶
人
材
交
流
事
業
・
会
議

⑷
労
働
委
員
会

⑸
各
種
審
議
会
・
委
員
会

⑹
教
育
局
関
連

①
キ
ャ
リ
ア
教
育
支
援
宣
言
企

業
・
埼
玉
版
キ
ャ
リ
ア
教
育
ア

ワ
ー
ド

②
県
立
高
校
教
頭
受
託
研
修

③
新
任
校
長
研
修
等
各
種
研
修
へ

の
講
師
派
遣

④
女
子
高
生
の
働
く
意
欲
促
進
事

業
⑤
埼
玉
県
地
方
産
業
教
育
審
議
会

委
員

⑥
産
業
教
育
フ
ェ
ア
運
営
委
員
ほ

か
各
種
委
員

⑦
四
者
面
談
会

⑺
長
期
派
遣
研
修
受
入

①
埼
玉
県
教
育
委
員
会
職
員
1
名

②
知
事
部
局
職
員
1
名

⑻
さ
い
た
ま
人
づ
く
り
広
域
連
合
関

連①
「
民
間
企
業
に
学
ぶ
」
研
修
で

の
講
演

②
研
修
生
受
入

⑼
そ
の
他

7
�
さ
い
た
ま
市

⑴
各
種
委
員
会

8
�
関
東
経
済
産
業
局
関
連

⑴
情
報
交
換
会

9
�
関
東
財
務
局
関
連

⑴
地
域
活
性
化
サ
ロ
ン

⑵
情
報
交
換
会

11
�
埼
玉
労
働
局
関
連

⑴
埼
玉
地
方
労
働
委
員
会

⑵
埼
玉
最
低
賃
金
審
議
会

⑶
そ
の
他

12
�
連
合
埼
玉
関
連

⑴
意
見
交
換
会

Ⅱ

埼
玉
県
大
学
生
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

推
進
事
業

1
�
受
入
企
業
と
学
生
の
マ
ッ
チ
ン
グ

の
推
進

⑴
マ
ッ
チ
ン
グ
サ
イ
ト
の
新
規
開
発

⑵
通
年
で
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
受
付

Ⅲ

海
外
視
察

1
�
社
会
経
済
視
察
団
等

⑴
第
35
回
海
外
社
会
経
済
視
察
団

イ
タ
リ
ア
・
ギ
リ
シ
ャ
（
9
／
4

〜
12
）

Ⅳ

教
育
啓
発
活
動

1
�
教
育
訓
練
、
講
座
・
講
習

⑴
新
入
社
員
研
修
・
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ

プ
研
修

⑵
衛
生
管
理
者
受
験
対
策
講
座

⑶
安
全
管
理
者
選
任
時
研
修

2
�
生
き
生
き
職
場
体
験
交
流
の
集
い

⑴
第
29
回
生
き
生
き
職
場
体
験
交
流

の
集
い

3
�
通
信
講
座

Ⅴ

一
般
対
策
活
動

1
�
文
化
・
体
育

⑴
会
員
親
睦
ゴ
ル
フ
大
会

Ⅵ

県
と
の
共
同
事
業

1
�
教
員
の
長
期
派
遣
受
託
事
業
2
年

2
�
県
職
員
の
研
修
受
入

1
年

3
�
知
事
部
局
・
教
育
局
等
の
研
修
へ

の
民
間
講
師
派
遣

Ⅶ

調
査
活
動

1
�
賃
金
関
係

⑴
春
季
賃
金
交
渉

⑵
夏
季
賞
与
・
一
時
金

⑶
年
末
賞
与
・
一
時
金

2
�
労
働
情
報

⑴
春
季
賃
金
交
渉
結
果

⑵
労
働
経
済
一
般
の
情
報

3
�
企
業
経
営
動
向
調
査

4
�「
埼
玉
県
に
お
け
る
働
き
が
い
の

あ
る
会
社
」
へ
の
積
極
的
な
参
画

5
�
そ
の
他

⑴
緊
急
テ
ー
マ
に
つ
い
て
の
特
別
調

査
⑵
審
議
会
等
の
資
料
作
成

Ⅷ

広
報
活
動

1
�
会
報
の
発
行

⑴
埼
経
協
ニ
ュ
ー
ス

2
�
会
員
名
簿
の
発
行

3
�
参
考
図
書
、
資
料
の
発
行

⑴
安
西
�
著
・
当
会
編
「
採
用
か
ら

退
職
ま
で
の
法
律
実
務
」
平
成
28

年
改
訂
版
発
行
予
定

⑵
労
務
関
係
実
務
資
料
、
情
報

4
�
日
本
経
団
連
発
行
図
書
、
資
料
の

紹
介
、
普
及

⑴
経
営
・
人
事
・
労
務
関
係
図
書
、

資
料

⑵
経
営
労
働
政
策
委
員
会
報
告

⑶
そ
の
他
の
資
料
、
情
報

Ⅸ

協
力
サ
ー
ビ
ス
活
動

1
�
労
務
相
談

2
�
講
師
の
派
遣
斡
旋
、
弁
護
士
な
ど

資
格
者
の
紹
介
等

3
�
人
材
の
紹
介

4
�
参
考
図
書
、
資
料
の
紹
介
、
斡
旋

等

5
�
各
種
情
報
の
提
供

6
�
行
政
並
び
に
関
係
団
体
の
事
業
へ

の
協
力

7
�
そ
の
他
必
要
な
協
力
サ
ー
ビ
ス

Ⅹ

組
織
活
動

1
�
未
入
会
企
業
の
入
会
促
進

2
�
地
区
協
議
会
の
活
性
化

3
�
組
織
運
営
並
び
に
事
業
活
動
の
活

性
化
と
会
員
参
加
の
促
進

Ⅺ

連
絡
活
動

1
�
日
本
経
団
連
と
の
連
絡
提
携
の
強

化
、
情
報
交
換

2
�
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
並
び
に
他
県
経
協

と
の
連
絡
提
携
、
情
報
交
換

3
�
公
設
委
員
会
使
用
者
側
委
員
の
推

薦
と
連
絡
、
情
報
交
換

4
�
他
経
済
団
体
並
び
に
労
働
団
体
と

の
連
絡
、
情
報
交
換

5
�
報
道
機
関
と
の
連
絡
、
情
報
交
換

6
�
そ
の
他
必
要
な
連
絡
、
調
整
活
動

Ⅻ

青
年
経
営
者
部
会

1
�
定
時
総
会

2
�
月
次
例
会

3
�
忘
年
例
会

4
�
新
春
特
別
講
演
会

5
�
全
国
大
会
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平
成
二
六
年
度
第
十
六
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

『
日
本
の
人
事
管
理
を
作
り
直
す
〜
制
約
社
員

を
活
か
す
会
社
に
な
る
』と
題
し
て
、学
習
院
大

学
教
授
今
野
浩
一
郎
氏
が
講
演

〜
生
涯
現
役
社
会
実
現
モ
デ
ル
事
業
の

概
要
説
明
と
取
組
事
例
報
告
も
行
わ
れ
た

平
成
二
六
年
度
第
十
七
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

『
成
長
す
る
二
一
世
紀
の
た
め
に�
ス
ト
ッ
プ
少

子
化
・
地
方
元
気
戦
略
�』と
題
し
て
、

明
治
大
学
教
授

加
藤

久
和

氏
が
講
演

少
子
高
齢
化
を
背
景
と
す
る
労
働
力

人
口
の
減
少
と
働
く
場
所
、
時
間
あ
る

い
は
仕
事
に
つ
い
て
何
ら
か
の
制
約
を

も
つ
、
契
約
社
員
、
派
遣
社
員
、
パ
ー

ト
社
員
、
高
齢
社
員
と
い
っ
た
�
制
約

社
員
�
の
増
加
に
よ
り
、
日
本
企
業
は

人
事
管
理
の
新
た
な
仕
組
み
の
構
築
を

模
索
し
て
い
る
状
況
に
あ
り
ま
す
。

こ
う
し
た
認
識
に
基
づ
き
、
平
成
二

六
年
度
第
一
六
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
で

は
、
三
月
四
日
㈬
十
三
時
三
〇
分
よ
り
、

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
ビ
ル
四
階
市
民
ホ
ー

ル
に
お
い
て
、
中
央
最
低
賃
金
審
議
会

会
長
、
労
働
政
策
審
議
会
会
長
代
理
な

ど
を
務
め
ら
れ
た
、
人
事
管
理
や
雇
用

労
働
研
究
の
日
本
の
第
一
人
者
で
あ
る

学
習
院
大
学
経
済
学
部
経
営
学
科

教

授

今
野

浩
一
郎

氏
を
講
師
と
し

て
お
迎
え
し
、『
日
本
の
人
事
管
理
を
作

り
直
す
〜
�
制
約
社
員
�
を
活
か
す
会

社
に
な
る
』
と
題
し
開
催
さ
れ
、
八
五

名
が
参
加
し
た
。

今
野
氏
か
ら
は
、�
制
約
社
員
�
を
戦

力
化
す
る
新
た
な
人
事
管
理
手
法
に
つ

い
て
語
っ
て
い
た
だ
い
た
。（
講
演
の
概

要
は
以
下
の
通
り
）

□
講
演
の
概
要

◇
変
化
す
る
「
労
働
者
の
求
め
る
働
き

方
」
と
人
事
管
理
の
課
題

・
社
員
の
求
め
る
働
き
方
の
変
化
の
背

景
と
し
て
、
時
間
、
場
所
、
仕
事
内

容
の
「
制
約
社
員
の
増
加
」（
女
性
、

パ
ー
ト
等
、
高
齢
者
、
治
療
に
苦
労

す
る
社
員
等
）と「
無
制
約
社
員（
従

来
型
基
幹
社
員
）
の
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ

化
」、男
女
雇
用
機
会
均
等
法
、
労
働

契
約
法
、
高
年
齢
者
雇
用
安
定
法
等

増
大
す
る
社
会
的
圧
力
の
増
大
、
そ

し
て
多
様
で
柔
軟
な
働
き
方
が
世
界

の
潮
流
と
な
っ
た
こ
と
な
ど
が
あ
る
。

◇
人
事
管
理
再
編
の
圧
力
〜
「
制
約
社

員
」
増
加
へ
の
対
応
の
必
要
性

・
個
別
的
な
対
応
の
積
み
上
げ
は
人
事

管
理
の
体
系
を
歪
め
る
こ
と
か
ら
、

「
社
員
の
制
約
社
員
化
」
へ
の
総
合

的
な
対
応
を
図
る
必
要
が
あ
る
。

・
対
応
の
方
向
と
し
て
は
多
様
な
「
制

約
社
員
」（
社
員
の
多
様
化
）
を
前

提
と
し
た
人
事
管
理
を
構
築
す
る
こ

と
が
必
要
で
あ
る
。

◇
伝
統
的
な
人
事
管
理
が
直
面
す
る
基

盤
の
崩
壊
と
困
難

・
今
後
の
人
事
運
営
を
展
望
す
る
と
、

多
様
化
・
制
約
社
員
化
す
る
基
幹
社

員
と
基
幹
化
す
る
「
周
辺
社
員
」（
制

約
社
員
）
の
労
働
意
欲
と
活
用
へ
の

悪
影
響
が
予
想
さ
れ
、
伝
統
的
な
人

事
管
理
に
お
け
る
人
材
活
用
力
が
低

下
す
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
。

◇
こ
れ
か
ら
の
人
事
管
理

・
制
約
社
員
・
無
制
約
社
員
と
基
幹
業

務
・
周
辺
業
務
の
組
み
合
わ
せ
再
編

成
や
働
き
方
の
制
約
度
と
仕
事
内

容
・
キ
ャ
リ
ア
形
成
タ
イ
プ
の
リ
ン

ク
緩
和
、
さ
ら
に
は
制
約
社
員
で
も

基
幹
業
務
に
従
事
で
き
、
基
幹
社
員

と
し
て
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
が
で
き
る

雇
用
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
を
形
成
す
る

こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

な
お
、
講
演
会
終
了
後
、
平
成
二
六

年
度
地
域
別
生
涯
現
役
社
会
実
現
モ
デ

ル
事
業
の
概
要
に
つ
い
て
、
公
益
財
団

法
人
産
業
雇
用
安
定
セ
ン
タ
ー
受
託
事

業
部
長
中
原
待
雄
氏
よ
り
説
明
が
行
わ

れ
た
。

続
い
て
、
平
成
二
六
年
度
地
域
別
生

涯
現
役
社
会
実
現
モ
デ
ル
事
業
に
取
り

組
ん
で
い
る
、
大
栄
管
理
㈱
代
表
取
締

役
社
長
佐
藤

誠
氏
よ
り
、
取
組
事
例

報
告
が
行
わ
れ
た
。

昨
年
は
、
日
本
の
長
期
の
人
口
動
態

を
見
据
え
た
国
の
あ
り
方
、
国
家
戦
略

等
に
関
す
る
極
め
て
重
要
な
二
つ
の
報

告
書
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

一
つ
は
、
五
月
の
日
本
創
生
会
議
・

人
口
減
少
問
題
検
討
分
科
会
が
公
表
し

た
「
成
長
を
続
け
る
二
一
世
紀
の
た
め

に
�
ス
ト
ッ
プ
少
子
化
・
地
方
元
気
戦

略
」
で
あ
り
、
も
う
一
つ
は
経
済
財
政

諮
問
会
議

専
門
調
査
会
「
選
択
す
る

未
来
」委
員
会
が
一
月
に
公
表
し
た「
未

来
へ
の
選
択
―
人
口
急
減
・
超
高
齢
社

会
を
超
え
て
、
日
本
発

成
長
・
発
展

モ
デ
ル
を
構
築
」
で
し
た
。

ど
ち
ら
の
報
告
書
も
少
子
高
齢
化
の

進
行
や
人
口
減
少
社
会
の
到
来
を
踏
ま

え
、
日
本
の
あ
る
べ
き
国
家
戦
略
等
を

提
示
し
た
も
の
で
あ
り
、
今
後
の
企
業

生涯現役社会実現モデル事業
について説明する（公財）産業
雇用安定センター中原待雄氏

取組事例報告を行
う大栄管理㈱代表
取締役佐藤誠氏

第16回トップセミナー

第17回トップセミナー

講演する学習院大学
教授今野浩一郎氏

講演する明治大学
教授加藤久和氏
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平
成
二
六
年
度
第
十
八
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

『
ビ
ジ
ネ
ス
の
成
功
確
率
を
上
げ
る�
経
営
の
失

敗
学
�』と
題
し
て
、一
橋
大
学
大
学
院
教
授

菅
野

寛

氏
が
講
演

平
成
二
六
年
度
第
七
回
特
別
セ
ミ
ナ
ー

『
営
業
・
販
売
の
プ
ロ
を
育
成
す
る
〜
販
売
力
強

化
研
修
』開
催
〜
講
師
売
れ
る
売
れ
る
研
究
所

代
表

橋
本

和
恵
氏
が
講
演

経
営
を
展
望
す
る
上
で
、
そ
の
内
容
を

十
分
に
把
握
し
て
お
く
こ
と
が
重
要
で

あ
り
ま
す
。

こ
う
し
た
認
識
に
基
づ
き
、
平
成
二

六
年
度
第
十
七
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
は
、

三
月
十
一
日
㈬
十
四
時
よ
り
、
ソ
ニ
ッ

ク
シ
テ
ィ
ビ
ル
四
階
市
民
ホ
ー
ル
に
お

い
て
、
日
本
創
生
会
議
・
人
口
減
少
問

題
検
討
分
科
会
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
報

告
書
作
成
を
担
わ
れ
た
、
明
治
大
学
大

政
治
経
済
学
部

教
授

加
藤

久
和

氏
を
講
師
と
し
て
お
迎
え
し
、「
成
長

す
る
二
一
世
紀
の
た
め
に
�
ス
ト
ッ
プ

少
子
化
・
地
方
元
気
戦
略
�」と
題
し
て
、

開
催
、
二
八
名
が
参
加
し
た
。

加
藤
氏
か
ら
は
、
ま
ず
、「
人
口
減

少
時
代
の
到
来
と
少
子
化
問
題
」
と
し

て
、
出
生
・
人
口
移
動
な
ど
人
口
動
向
、

将
来
推
計
人
口
、
少
子
化
の
現
状
と
そ

の
対
策
、
人
口
減
少
の
影
響
等
に
説
明

が
行
わ
れ
た
。

続
い
て
「
ス
ト
ッ
プ
少
子
化
・
地
方

元
気
戦
略
」
に
つ
い
て
、
日
本
創
生
会

議
の
�
八
九
六
の
市
町
村
の
消
滅
危

機
�
に
つ
い
て
の
問
題
提
起
と
政
府
の

「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
」
地
方
創
生

ビ
ジ
ョ
ン
に
つ
い
て
解
説
が
行
わ
れ
た
。

そ
し
て
、
最
後
に
「
地
方
創
生
と
新

た
な
地
域
づ
く
り
」
に
つ
い
て
、
地
域

づ
く
り
と
地
方
創
生
の
条
件
と
こ
れ
か

ら
の
自
治
体
の
役
割
と
課
題
に
説
明
が

行
わ
れ
た
。

平
成
二
六
年
度
第
十
八
回
ト
ッ
プ
セ

ミ
ナ
ー
は
、
三
月
二
七
日
㈮
十
四
時
よ

り
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
ビ
ル
四
階
市
民
ホ

ー
ル
に
お
い
て
、
ボ
ス
ト
ン
・
コ
ン
サ

ル
テ
ィ
ン
グ
・
グ
ル
ー
プ
（
Ｂ
Ｃ
Ｇ
）

で
十
数
年
の
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
の
経

験
を
経
て
、
そ
の
後
、
二
〇
〇
八
年
よ

り
日
本
を
代
表
す
る
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー

ル
で
あ
る
、
一
橋
大
学
大
学
院
国
際
企

業
戦
略
研
究
科
（
Ｉ
Ｃ
Ｓ：

Interna-
tionalCorporate

Strategy

）
教
授

と
し
て
、
多
く
の
経
営
者
と
問
題
解
決

に
取
り
組
み
、
意
思
決
定
を
サ
ポ
ー
ト

さ
れ
て
こ
ら
れ
た
、
菅
野

寛

氏
を

講
師
と
し
て
お
迎
え
し
、『
ビ
ジ
ネ
ス

の
成
功
確
率
を
上
げ
る
�
経
営
の
失
敗

学
�』
と
題
し
て
開
催
、
七
六
名
が
参

加
し
た
。

菅
野
氏
か
ら
は
合
計
二
〇
数
年
間
の

様
々
な
ビ
ジ
ネ
ス
の
成
功
・
失
敗
を
イ

ン
サ
イ
ダ
ー
と
し
て
間
近
に
観
察
し
た

機
会
を
踏
ま
え
、「
ビ
ジ
ネ
ス
の
必
勝

法
は
存
在
し
な
い
が
、
陥
り
が
ち
な
共

通
の
失
敗
は
多
く
、
あ
る
程
度
パ
タ
ー

ン
化
で
き
る
。
し
た
が
っ
て
失
敗
か
ら

学
ぶ
こ
と
に
も
意
味
が
あ
る
」
と
い
う

視
点
か
ら
、�
失
敗
し
な
い
ビ
ジ
ネ
ス
�

あ
る
い
は
�
成
功
確
率
を
上
げ
る
ビ
ジ

ネ
ス
�
に
つ
い
て
。
様
々
な
事
例
を
踏

ま
え
て
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。（
講

演
の
ポ
イ
ン
ト
は
以
下
の
通
り
）

□
講
演
の
ポ
イ
ン
ト

◇
ビ
ジ
ネ
ス
は
そ
も
そ
も
失
敗
す
る
も

の
。

・
他
社
と
同
じ
こ
と
や
っ
て
い
て
は
儲

か
ら
な
い
。「
ド
ン
グ
リ
の
背
比
べ
」

で
差
別
性
に
な
い
同
質
競
争
に
陥
り

誰
も
儲
か
ら
な
い
。
し
か
し
、
他
社

と
違
う
こ
と
を
や
れ
ば
失
敗
す
る
。

経
験
の
な
い
こ
と
を
や
る
の
で
あ
る

か
ら
成
功
す
る
わ
け
が
な
い
。
ビ
ジ

ネ
ス
は
「
千
三
（
せ
ん
み
つ
）」。

◇
肝
に
銘
じ
る
べ
き
こ
と
は
、「
ビ
ジ

ネ
ス
は
そ
も
そ
も
失
敗
す
る
も
の
」

・「
必
ず
成
功
す
る
方
程
式
」
は
な
い

が
、「
こ
れ
を
や
っ
た
ら
絶
対
に
成

功
し
な
い
」
と
い
う
失
敗
の
十
分
条

件
は
あ
る
。
こ
れ
は
か
な
り
の
程
度

論
理
的
思
考
と
丁
寧
な
事
例
研
究
で

見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

◇
ビ
ジ
ネ
ス
成
功
の
「
十
分
条
件
」
は

な
い
。
で
も
成
功
確
率
を
上
げ
る
こ

と
は
で
き
る
、

・
ビ
ジ
ネ
ス
成
功
の
「
必
要
条
件
」
を

徹
底
的
に
満
た
す
。具
体
的
に
は「
こ

れ
を
や
っ
た
ら
絶
対
に
成
功
し
な

い
」
と
い
う�
落
と
し
穴
�を
事
例
か

ら
学
び
、
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
化
す
る
。

・
そ
の
上
で
、「
実
行
を
徹
底
す
る
」

こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、

集
中
度
、
ス
ピ
ー
ド
、
し
つ
こ
さ
を

ベ
ー
ス
に
、
勇
気
・
情
熱
を
持
つ
と

と
も
に
、
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
に
軌
道
修

正
を
図
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

◇
ビ
ジ
ネ
ス
成
功
必
要
条
件
の
「
Ｗ
ｈ

ａ
ｔ
」「
Ｈ
ｏ
ｗ
」「
Ｌ
ｕ
ｃ
ｋ
」
と
は

・
ま
ず
、「
Ｗ
ｈ
ａ
ｔ
」。
良
い
ネ
タ（
ビ

ジ
ネ
ス
ア
イ
デ
ア
）
が
必
要
で
あ
り
、

そ
れ
を
導
き
出
す
た
め
に
必
死
に
考

え
る
こ
と
が
重
要
。

・
次
に「
Ｈ
ｏ
ｗ
」。
商
売
へ
の
展
開
の

仕
方
が
間
違
っ
て
い
な
い
こ
と
。
す

な
わ
ち
「
落
と
し
穴
」
を
避
け
る
こ

と
と
、「
実
行
を
徹
底
す
る
」
こ
と
が

重
要
。

・
最
後
に
「
Ｌ
ｕ
ｃ
ｋ
」。�
運
に
恵
ま

れ
る
�
こ
の
こ
と
が
ビ
ジ
ネ
ス
の
成

功
に
は
不
可
欠
で
あ
り
、
そ
の
た
め

に
は
リ
ス
ク
を
マ
ネ
ー
ジ
す
る
こ
と

が
重
要
。

・
こ
の
「
Ｗ
ｈ
ａ
ｔ
」「
Ｈ
ｏ
ｗ
」「
Ｌ

ｕ
ｃ
ｋ
」
の
三
点
が
事
業
成
功
の
秘

訣
で
あ
る
。

企
業
の
経
営
者
、
営
業
・
販
売
責
任

者
に
と
っ
て
、
自
社
営
業
力
の
強
化
に

向
け
た
販
売
・
営
業
担
当
者
の
育
成
は

永
遠
の
テ
ー
マ
で
あ
る
と
と
も
に
、
足

元
の
企
業
競
争
が
激
化
す
る
状
況
下
で

は
、
企
業
経
営
上
、
喫
緊
か
つ
最
重
要

の
課
題
で
あ
る
と
言
っ
て
も
過
言
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
平
成
二

六
年
度
第
七
回
の
特
別
セ
ミ
ナ
ー
は
、

三
月
九
日
㈪
十
三
時
三
〇
分
よ
り
ソ
ニ

ッ
ク
シ
テ
ィ
ビ
ル
四
階
市
民
ホ
ー
ル
に

講演する ICS教授
菅野寛氏

第18回トップセミナー
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平
成
二
六
年
度
第
八
回
特
別
セ
ミ
ナ
ー

『
平
成
二
七
年
度
税
制
改
正
』『
移
転
価
格
税
制

の
最
新
動
向
』を
テ
ー
マ
に
開
催

お
い
て
、
十
三
年
間
、
様
々
な
業
界
の

店
舗
を
訪
問
し
、
消
費
者
心
理
を
つ
か

む
キ
ー
ワ
ー
ド
の
研
究
や
接
客
な
ど
、

五
〇
〇
回
以
上
の
販
売
実
験
を
繰
り
返

す
な
ど
、
売
れ
る
接
客
商
談
の
研
究
を

続
け
て
い
る
売
れ
る
売
れ
る
研
究
所

代
表

橋
本

和
恵

氏
を
講
師
と
し

て
お
迎
え
し
、「
営
業
・
販
売
の
プ
ロ

を
育
成
す
る
〜
販
売
力
強
化
研
修
」
と

題
し
て
開
催
、
六
二
名
が
参
加
し
た
。

橋
本
氏
か
ら
は
、
多
く
の
悩
め
る
営

業
マ
ン
、
販
売
員
に
�
希
望
�
と
�
売

上
�
を
与
え
る
、
様
々
ノ
ウ
ハ
ウ
・
メ

ソ
ッ
ド
に
つ
い
て
、
実
演
を
交
え
語
っ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

□
講
演
の
ポ
イ
ン
ト

◇
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
の
重
要
性

ロ
ー
ル
プ
レ
イ
は
野
球
に
例
え
る
と

素
振
り
に
該
当
す
る
、
素
振
り
や
練
習

が
多
い
ほ
ど
、
本
番
の
接
客
商
談
で
ぐ

ら
つ
く
こ
と
は
な
い
。

◇
ダ
メ
な
説
明
の
克
服

販
売
の
プ
ロ
は
た
だ
な
ん
と
な
く
説

明
す
る
こ
と
は
な
い
。
必
ず
目
的
を
持

っ
て
お
客
様
に
説
明
す
る
。「
ど
の
よ

う
に
す
れ
ば
、
こ
の
商
品
の
価
値
を
最

大
限
わ
か
り
や
す
く
お
伝
え
す
る
こ
と

と
が
で
き
る
だ
ろ
う
」
こ
う
し
た
目
的

を
持
っ
て
説
明
す
る
こ
と
が
重
要
。

◇
商
品
説
明
の
ル
ー
ル

販
売
の
プ
ロ
は
い
き
な
り
商
品
の
詳

細
説
明
を
す
る
こ
と
は
な
い
。必
ず「
つ

か
み
の
説
明
」
で
お
客
様
の

心
を
掴
ん
で
か
ら
詳
細
説
明

を
す
る
。
そ
の
「
つ
か
み
の

説
明
」
の
際
に
使
用
す
る
の

が
、
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
の
説

明
を
三
〇
文
字
以
内
で
説
明

す
る�
三
〇
文
字
ト
ー
ク
�で

あ
る
。

◇
営
業
・
販
売
と
ス
ポ
ー
ツ

の
共
通
点

営
業
は
ス
ポ
ー
ツ
と
同
様

に
知
識
を
蓄
積
す
る
だ
け
で

は
な
く
練
習
（
ロ
ー
ル
プ
レ

イ
）
を
何
度
も
繰
り
返
す
こ

と
で
上
達
す
る
。

◇
営
業
・
販
売
は
才
能
で
は

な
い
！
一
人
残
ら
ず
誰
で

も
上
達
す
る
。

今
ま
で
多
く
の
営
業
マ
ン
や
販
売
員

を
売
れ
る
人
へ
育
て
て
き
た
経
験
か
ら

す
る
と
、
い
つ
も
最
初
は
み
ん
な
「
自

分
は
営
業
・
販
売
の
才
能
が
な
い
」「
自

分
に
は
売
れ
な
い
」「
自
分
の
売
上
は

こ
ん
な
も
の
だ
」
と
勝
手
に
思
い
込
ん

で
い
る
人
が
本
当
に
多
い
。

営
業
や
販
売
は
才
能
で
は
な
く
技
術

と
真
心
が
重
要
。ど
ん
な
人
で
も
、日
々

現
場
で
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
試
し
な
が

ら
営
業
・
販
売
を
行
っ
て
い
く
こ
と
で

必
ず
上
達
す
る
。

営
業
力
・
販
売
力
は
生
き
る
力
、
必

ず
皆
さ
ん
の
未
来
を
変
え
ま
す
。

平
成
二
六
年
度
第
八
回
特
別
セ
ミ
ナ

ー
は
、
三
月
十
二
日
㈭
十
四
時
よ
り
ソ

ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
ビ
ル
四
階
市
民
ホ
ー
ル

に
お
い
て
、「
平
成
二
七
年
度
税
制
改

正
」、「
移
転
価
格
税
制
の
最
新
動
向
」

の
二
つ
を
テ
ー
マ
に
開
催
、
二
八
名
が

参
加
し
た
。

ま
ず
、
講
演
一
「
平
成
二
七
年
度
税

制
改
正
」
で
は
、
Ｋ
Ｐ
Ｍ
Ｇ
税
理
士
法

人

パ
ー
ト
ナ
ー
／
税
理
士
で
あ
る

遠
藤

達
也

氏
か
ら
、
法
人
税
率
の

改
正
、
欠
損
金

の
繰
越
控
除
制

度
の
改
正
、
受

取
配
当
等
の
益

金
不
参
入
制
度

の
改
正
、
地
方

へ
本
社
移
転
の

際
の
税
優
遇
等

地
方
拠
点
強
化

税
制
、
試
験
研

究
費
の
税
額
控

除
制
度
の
改
正
、
外
国
子
会
社
配
当
金

不
算
入
制
度
の
改
正
等
に
つ
い
て
詳
細

に
解
説
い
た
だ
い
た
。

講
演
二
「
移
転
価
格
税
制
の
最
新
動

向
」
で
は
、
Ｋ
Ｐ
Ｍ
Ｇ
税
理
士
法
人

国
際
事
業
ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー

パ
ー
ト

ナ
ー
／
公
認
会
計
士
で
あ
る

大
曲

伸
拡

氏
と
マ
ネ
ジ
ャ
ー

楊

暁
軍

氏
の
両
氏
か
ら
、
移
転
価
格
税
制
執
行

／
相
互
協
議
の
最
新
動
向
、
移
転
価
格

税
制
の
文
書
化
に
関
す
る
ル
ー
ル
の
策

第7回特別セミナー講演する橋本和恵氏熱のこもった指導

様々なロールプレイを経験した

第8回特別セミナー

講演する遠藤達也氏

実演も交えて指導が行われた

講演する大曲伸拡氏
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平
成
二
六
年
度
第
六
回
人
事
労
務
委
員
会

『
過
重
労
働
解
消
と
人
材
の
確
保
・
定
着
に
向
け

て

い
ま
経
営
者
が
取
り
組
む
べ
き
こ
と

〜
二
六
年
十
一
月
の
過
重
労
働
解
消
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
の
結
果
等
を
踏
ま
え
て
』を
テ
ー
マ
に
開
催

平
成
二
六
年
度
第
二
回
ウ
ー
マ
ノ
ミ
ク
ス
推
進
委
員
会

�
女
性
に
一
歩
踏
み
出
さ
せ
る
企
業
の
在
り
方

と
は
�を
テ
ー
マ
に『
企
業
を
成
長
に
導
く
女
性

活
躍
促
進
セ
ミ
ナ
ー
』を
国
立
女
性
教
育
会
館

と
共
催

定
な
ど
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
租
税
委
員
会
の
新
た

な
動
き
に
つ
い
て
ご
説
明
い
た
だ
き
、

特
に
移
転
価
格
税
制
の
文
書
化
に
関
す

る
ル
ー
ル
の
策
定
に
つ
い
て
は
、「
マ

ス
タ
ー
フ
ァ
イ
ル
」、「
ロ
ー
カ
ル
フ
ァ

イ
ル
」、「
国
別
報
告
書
」
の
作
成
な
ど
、

詳
細
な
解
説
を
い
た
だ
い
た
。

昨
年
六
月
二
四
日
に
閣
議
決
定
し
た

「『
日
本
再
興
戦
略
』
改
訂
二
〇
一
四

―
未
来
へ
の
挑
戦
」
に
お
き
ま
し
て
、

「
柔
軟
で
多
様
な
働
き
方
」
の
実
現
の

た
め
「
働
き
過
ぎ
防
止
の
た
め
の
取
組

強
化
」
が
盛
り
込
ま
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

六
月
二
七
日
に
は
「
過
労
死
等
防
止
対

策
推
進
法
」
が
公
布
さ
れ
、
同
法
に
よ

り
十
一
月
は
過
労
死
等
防
止
啓
発
月
間

と
さ
れ
ま
し
た
。

厚
生
労
働
省
で
は
、
こ
の
長
時
間
労

働
問
題
に
厚
生
労
働
省
を
挙
げ
て
取
り

組
む
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
九
月
三

〇
日
に
厚
生
労
働
大
臣
を
本
部
長
と
す

る
「
長
時
間
労
働
削
減
推
進
本
部
」
を

設
置
し
、
十
一
月
を
「
過
重
労
働
解
消

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
期
間
と
定
め
、
重
点

監
督
等
を
実
施
い
た
し
ま
し
た
。

ま
た
、
正
社
員
と
非
正
規
労
働
者
の

二
極
化
の
緩
和
、
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・

バ
ラ
ン
ス
と
企
業
に
よ
る
優
秀
な
人
材

の
確
保
・
定
着
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
、
平
成
二
六
年
七
月
に
、「
多
様

な
正
社
員
」制
度
の
導
入
の
た
め
の「
雇

用
管
理
上
の
留
意
事
項
」
が
公
表
さ
れ

る
と
と
も
に
、
労
働
契
約
法
の
無
期
転

換
ル
ー
ル
に
関
す
る
特
例
を
設
け
る

「
専
門
的
知
識
等
を
有
す
る
有
期
雇
用

労
働
者
等
に
関
す
る
特
別
措
置
法
」
が

施
行
い
た
し
ま
し
た
。

こ
う
し
た
最
近
の
雇
用
行
政
施
策
の

動
向
を
踏
ま
え
、
平
成
二
六
年
度
第
六

回
人
事
労
務
委
員
会
が
、
三
月
五
日
㈭

十
三
時
三
〇
分
よ
り
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ

四
階
市
民
ホ
ー
ル
に
お
い
て
開
催
さ
れ
、

四
五
名
が
参
加
し
た
。

委
員
会
は
、
ま
ず
埼
玉
労
働
局
労
働

基
準
部
監
督
課
長

友
住

弘
一
郎

氏
よ
り
、「
過
重
労
働
解
消
と
人
材
の
確

保
・
定
着
に
向
け
て

い
ま
経
営
者
が

取
り
組
む
べ
き
こ
と
」
と
題
し
て
講
演

が
行
わ
れ
、
休
憩
を
挟
ん
だ

後
、
埼
玉
労
働
局
職
業
安
定

部

職
業
対
策
課

課
長
補

佐

新
田

純
康

氏
よ
り
、

「
雇
用
管
理
改
善
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
に
つ
い
て
」、埼
玉
労
働

局
労
働
基
準
部

健
康
安
全

課

安
全
専
門
官

吉
野

信
夫

氏
よ
り
、「
改
正
労

働
安
全
衛
生
法
に
つ
い
て
」

埼
玉
労
働
局
雇
用
均
等
室

地
方
短
時
間
労
働
指
導
官

徳
永

敦

子

氏
よ
り
、「
最
近
の
雇
用
均
等
行

政
等
に
つ
い
て
」、
そ
れ
ぞ
れ
説
明
が

行
わ
れ
た
。

平
成
二
六
年
度
第
二
回
ウ
ー
マ
ノ
ミ

ク
ス
推
進
委
員
会
は
、
三
月
十
九
日
㈭

一
三
時
三
〇
分
よ
り
、
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ

ィ
ビ
ル
四
階
市
民
ホ
ー
ル
に
お
い
て
独

立
行
政
法
人
国
立
女
性
教
育
会
館
と
の

共
催
で
「
女
性
に
一
歩
踏
み
出
さ
せ
る

企
業
の
在
り
方
」
を
テ
ー
マ
に
企
業
を

成
長
に
導
く
女
性
活
躍
促
進
セ
ミ
ナ
ー

が
開
催
さ
れ
六
二
名
が
参
加
し
た
。

セ
ミ
ナ
ー
は
、
ま
ず
基
調
講
演
と
し

て
「
企
業
の
成
長
戦
略
と
し
て
女
性
が

活
躍
で
き
る
し
く
み
づ
く
り
」
と
題
し

て
、
株
式
会
社
日
本
レ
ー
ザ
ー
代
表
取

講演する楊暁軍氏

パネルディスカッション
左：コーディネーター国立女性教
育会館理事長内海房子氏

第2回ウーマノミクス推進委員会

パネリスト㈱ランクア
ップ代表取締役社長
岩崎裕美子氏

第6回人事労務委員会

講演する監督課長
友住弘一郎氏

改正労働安全衛生法につ
いて説明する吉野信夫氏

基調講演 ㈱日本レーザー
代表取締役社長近藤宣之氏

パネリスト埼玉縣信
用金庫南古谷支店長
山口和子氏

雇用管理改善キャンペーンに
ついて説明する新田純康氏

最近の雇用均等行政等につ
いて説明する徳永敦子氏

―12―



平
成
二
六
年
度
第
五
回
グ
ロ
ー
バ
ル
委
員
会（
第
九
回
埼
玉
ア
ジ
ア
フ
ォ
ー
ラ
ム
）

『
Ｅ
Ｐ
Ａ
締
結
で
成
長
す
る
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
〜
魅
力

溢
れ
る
青
空
の
都
モ
ン
ゴ
ル
』を
テ
ー
マ
に
開
催

平
成
二
七
年
度
第
一
回
介
護
ビ
ジ
ネ
ス
研
究
会

「
介
護
事
業
者
の
労
務
管
理
上
の
留
意
事
項
」等

を
テ
ー
マ
に
開
催

締
役
社
長

近
藤

宣
之

氏
よ
り
講

演
が
行
わ
れ
た
。

そ
の
後
、「
一
歩
踏
み
出
す
女
性
を
ど

の
よ
う
に
育
て
る
か
」
を
テ
ー
マ
に
基

調
講
演
者
で
あ
る
近
藤
宣
之
氏
と
、
株

式
会
社
ラ
ン
ク
ア
ッ
プ
代
表
取
締
役
社

長

岩
崎

裕
美
子

氏
、
埼
玉
縣
信

用
金
庫
南
古
谷
支
店
支
店
長

山
口

和
子

氏
の
三
氏
を
パ
ネ
リ
ス
ト
に
、

そ
し
て（
独
）国
立
女
性
教
育
会
館
理
事

長
の
内
海
房
子
氏
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

ー
と
し
た
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

が
行
わ
れ
、
活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ

れ
た
。

平
成
二
六
度
第
五
回
グ
ロ
ー
バ
ル
委

員
会
は
、
三
月
二
五
日
㈬
一
三
時
三
〇

分
よ
り
、
さ
い
た
ま
商
工
会
議
所
二
階

ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
埼
玉
県
、
埼
玉
り

そ
な
銀
行
と
の
共
催
で
「
第
九
回
埼
玉

ア
ジ
ア
フ
ォ
ー
ラ
ム
」と
し
て
、「
Ｅ
Ｐ

Ａ
締
結
で
成
長
す
る
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
〜

魅
力
溢
れ
る

青
空
の
都
モ
ン
ゴ
ル
」

を
テ
ー
マ
に
開
催
さ
れ
、
一
二
〇
名
が

参
加
し
た
。

今
回
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
ま
ず
上
田

清
司
埼
玉
県
知
事
の
主
催
者
挨
拶
で
始

ま
り
、
続
い
て
、
ソ
ド
ブ
ジ
ャ
ム
ツ
・

フ
レ
ル
バ
ー
タ
ル
閣
下

駐
日
モ
ン
ゴ

ル
国
特
命
全
権
大
使
の
日
本
語
に
よ
る

基
調
講
演
、
そ
の
後
「
モ
ン
ゴ
ル
国
の

現
状
と
将
来
」
と
題
し
て
、
青
山
学
院

大
学
Ｗ
Ｔ
Ｏ
研
究
セ
ン
タ
ー
所
長

経

営
学
部
教
授

岩
田

伸
人

氏
よ
り

講
演
が
行
わ
れ
た
。

休
憩
の
後
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ

ョ
ン
に
移
り
、「
モ
ン
ゴ
ル
で
の
事
業
展

開
〜
可
能
性
と
課
題
」
を
テ
ー
マ
に
モ

デ
レ
ー
タ
ー
岩
田

伸
人
氏
、
パ
ネ
リ

ス
ト
と
し
て
、
モ
ン
ゴ
ル
国
商
工
会
議

所
・
日
本
会
頭

Ｕ
・
ウ
ル
ジ
氏
、
賛

光
精
機
㈱
代
表
取
締
役
社
長

清
水

洋
氏
、
㈱
宝
島
ジ
ャ
パ
ン
代
表
取
締
役

社
長

小
園
江

和
博
氏
、（
独
）国
際

協
力
機
構
（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）
東
・
中
央
ア

ジ
ア
部
東
ア
ジ
ア
課
調
査
役

小
田

遼
太
郎
氏
の
四
氏
に
よ
り
活
発
な
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
、
盛
会
裏
に

終
了
し
た
。

後
期
高
齢
者
並
び
に
認
知
症
患
者
の

増
加
等
に
よ
り
、
今
後
、
介
護
サ
ー
ビ

ス
市
場
は
急
速
に
拡
大
す
る
も
の
と
予

想
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
慢
性
的
な
人

材
不
足
や
労
働
災
害
の
発
生
等
々
、
介

護
事
業
者
の
労
務
管
理
上
の
課
題
も
山

積
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
平
成
二

七
年
度
第
一
回
介
護
ビ
ジ
ネ
ス
研
究
会

が
四
月
八
日
㈬
十
四
時
よ
り
ソ
ニ
ッ
ク

シ
テ
ィ
ビ
ル
四
階
市
民
ホ
ー
ル
で
開
催

さ
れ
、
五
二
名
が
参
加
し
た
。

研
究
会
は
、
ま
ず
埼
玉
労
働
局
労
働

基
準
部
監
督
課
長
子
安
成
人
氏
よ
り

「
介
護
事
業
者
の
労
務
管
理
上
の
留
意

事
項
」
に
つ
い
て
講
演
が
行
わ
れ
た
。

続
い
て
、
埼
玉
労
働
局
職
業
安
定
部
厚

生
労
働
事
務
官
大
友
隆
輔
氏
か
ら
「
職

場
定
着
支
援
の
た
め
の
助
成
金
制
度
」

に
つ
い
て
、
さ
ら
に
埼
玉
労
働
局
雇
用

均
等
室
地
方
短
時
間
労
働
指
導
官
徳
永

敦
子
氏
か
ら
は
「
最
近
の
雇
用
均
等
行

政
等
」
に
つ
い
て
の
説
明
が
行
わ
れ
た
。

子
安
氏
か
ら
は
、
介
護
事
業
者
が
留

意
す
べ
き
労
務
関
係
法
令
の
基
本
事
項

や
、
介
護
職
員
を
め
ぐ
る
事
故
や
怪
我

の
未
然
防
止
対
策
、
介
護
人
材
の
確
保

に
向
け
た
取
組
事
例
の
紹
介
な
ど
、
分

か
り
や
す
く
ご
説
明
い
た
だ
い
た
。
ま

た
、
大
友
氏
か
ら
は
人
材
の
確
保
・
職

場
定
着
に
向
け
た
助
成
制
度
の
紹
介
が

あ
り
、
徳
永
氏
か
ら
は
最
新
の
労
務
関

係
法
令
に
関
し
て
、
ポ
イ
ン
ト
を
絞
っ

た
説
明
を
い
た
だ
い
た
。

講演する青山学院
大学教授岩田伸人氏

会場からは質問も出された

パネルリストの皆様

講演する埼玉労働
局労働基準部監督
課長子安成人氏

第9回埼玉アジアフォーラム

主催者挨拶をす
る上田清司埼玉
県知事

第1回介護ビジネス研究会

説明する埼玉労
働局大友隆輔氏

日本語で講演するソドブジ
ャムツ・フレルバータル駐
日モンゴル国特命全権大使

説明する埼玉労
働局徳永敦子氏

―13―



第3回埼玉クイズ王決定戦は、「埼玉県立大学予選」、「コクーン新都心予選」、「横
瀬町民会館予選」を経て、3月8日にさいたまスーパーアリーナで決勝戦が開催され、
「三度目の正直」（東松山市）が優勝しました。なお、第2位は「SKT48」（寄居町）、
第3位は「武南3A」（さいたま市）となりました。

コクーン新都心予選（１月１２日）

埼玉県立大学予選（１２月２２日）

第３回埼玉クイズ王決定戦

早押しクイズの状況

3択クイズ

予選エンディング

◇申込みチーム数 73チーム
（219人）

◇参加チーム数 72チーム
（216人）

◇決勝進出チーム 3チーム
・武南3A（さいたま市）
・光陵組（加須市）
・三岩石（川越市）

◇申込みチーム数 199チーム
（597人）

◇参加チーム数 192チーム
（576人）

◇決勝進出チーム 6チーム
・チームふれんど（市川市）
・チームしもうさ（吉川市）
・くわい娘（さいたま市）
・SKT48（寄居町）
・ママさんチーム（新座市）
・キャプテンMO
（さいたま市）

決勝戦進出者

早押しクイズ

参加者による全体写真撮影

予選スタート
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埼玉クイズ王決定戦にご協賛いただきました会員企業の皆様、誠にありがとうございました。
～ご協賛企業の皆様～

㈱どん様、ポラスグループ様、本田技研工業㈱様、㈱埼玉りそな銀行様、㈱武蔵野銀行様、埼玉縣信用金庫様、
㈱ハイデイ日高様、㈱テレビ埼玉様、㈱小山本家酒造様、東日本旅客鉃道㈱大宮支社様、AGS㈱様、関東グ
リコ㈱様、大栄不動産㈱様、日本信号㈱様、アイルコーポレーション㈱様、㈱亀屋様、㈱サイサン様、㈱ JTB
関東様、㈱パレスエンタープライズ様、東日本電信電話㈱様

横瀬町民会館予選（１月２５日）

埼玉クイズ王決定戦決勝戦（３月８日） さいたまスーパーアリーナ

3択クイズ

優勝決定の瞬間「三度目の正直」チーム

エンディング

予選エンディング

◇申込みチーム数 56チーム
（168人）

◇参加チーム数 50チーム
（150人）

◇決勝進出チーム 3チーム
・三度目の正直（東松山市）
・まんじゅう（さいたま市）
・チームくろちゃん（秩父市）

表彰風景

優 勝 三度目の正直
（東松山市）

準優勝 SKT48
（寄居町）

3 位 武南3A
（さいたま市）

早押しクイズ

決勝戦早押し風景

予選スタート

上田清司埼玉県知事による講評

―15―



��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��

第
二
八
回
「
生
き
生
き
職
場
体
験
交

流
の
集
い
」
が
三
月
三
日
大
宮
ソ
ニ
ッ

ク
シ
テ
ィ
に
お
い
て
関
係
者
を
含
め
合

計
四
九
名
が
参
加
し
て
開
催
さ
れ
た
。

「
生
き
生
き
」
と
い
う
言
葉
を
キ
ー

ワ
ー
ド
に
「
働
く
こ
と
を
あ
ら
た
め
て

見
つ
め
直
し
、
今
後
の
キ
ャ
リ
ア
形
成

を
考
え
る
」
場
と
し
て
、
事
例
発
表
や

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
な
ど
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
に
取
り
組
み
、
こ
れ
か
ら
の
働
き
方

の
ヒ
ン
ト
を
探
っ
た
。

「
基
調
講
演
」、
三
人
の
発
表
者
に

よ
る
「
事
例
発
表
」「
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
」「
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン
」
と
続
く
四
部
構
成
。

第
一
部
の
基
調
講
演
で
は
、
イ
ケ

ア
・
ジ
ャ
パ
ン
㈱
取
締
役
人
事
本
部
長

泉
川
玲
香
氏
よ
り
「
自
分
ら
し
く
働
く

〜Be
yourself

!

〜
」と
題
し
て
講

演
を
頂
い
た
。

泉
川
さ
ん
は
、
海
外
で
教
育
ビ
ジ
ネ

ス
の
企
業
買
収
や
、
国
内
で
エ
ン
タ
ー

テ
イ
ン
メ
ン
ト
ビ
ジ
ネ
ス
等
を
ご
経
験

後
、
二
〇
〇
四
年
イ
ケ
ア
・
ジ
ャ
パ
ン

㈱
に
入
社
。
新
三
郷
店
の
ス
ト
ア
マ
ネ

ー
ジ
ャ
ー
等
を
経
て
、
二
〇
一
二
年
か

ら
現
職
と
し
て
ご
活
躍
さ
れ
て
い
る
。

講
演
で
は
、
講
演
タ
イ
ト
ル
に
あ
る

「
自
分
ら
し
く
働
く
」
に
関
し
て
「
ラ

イ
フ
パ
ズ
ル
（『
仕
事
』『
家
庭
』『
自

分
時
間
』
と
い
っ
た
生
活
を
構
成
す
る

要
素
を
人
生
の
中
で
ど
う
上
手
く
組
み

合
わ
せ
て
い
く
か
、
と
い
う
人
生
設
計

に
関
す
る
考
え
方
）」
と
い
う
お
考
え

を
基
に
、イ
ケ
ア
・
ジ
ャ
パ
ン
で
の
数
々

の
取
組
み
や
、ご
自
身
の
転
職
、出
産
・

育
児
、
介
護
と
い
っ
た
ご
経
験
を
通
し

た
お
考
え
を
披
露
し
た
。

泉
川
さ
ん
は
「
ラ
イ
フ
パ
ズ
ル
と
は

『
ど
ん
な
選
択
も
自
分
で
決
め
た
こ

と
』
と
思
う
こ
と
。
何
を
チ
ョ
イ
ス
し

ど
う
組
み
合
わ
せ
る
か
、
選
択
し
た
の

は
自
分
な
の
だ
か
ら
自
分
で
責
任
を
と

る
。
自
分
の
生
き
方
は
自
分
で
決
め
ら

れ
る
」
と
話
し
、
ま
た
、「
自
分
ら
し

く
働
く
」
た
め
の
秘
訣
と
し
て
「
自
分

の
信
念
に
基
づ
い
て
、
今
日
出
来
る
こ

と
を
一
生
懸
命
積
み
重
ね
る
。
信
念
が

あ
れ
ば
、
あ
き
ら
め
ず
に
動
い
て
い
け

る
。
そ
し
て
信
念
を
探
す
に
は
『
様
々

な
経
験
』と
『
様
々
な
人
と
の
協
力
や

縁
の
積
み
重
ね
』
が
大
切
。
長
い
ス
パ

ン
で
自
分
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
描
い
て
ほ
し

い
」
と
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
り
、
講
演
を

締
め
く
く
ら
れ
た
。

第
二
部
の
事
例
発
表
で
は
、
三
名
の

女
性
リ
ー
ダ
ー
が
、
様
々
な
立
場
か
ら

自
身
の
経
験
談
を
交
え
て
発
表
し
た
。

（
社
福
）隼
人
会
ま
き
ば
園
サ
ー
ビ
ス

相
談
室
相
談
員
の
根
岸
桃
子
さ
ん
は
、

両
親
が
設
立
・
運
営
す
る
介
護
施
設
に

入
職
後
の
三
年
間
の
ご
経
験
を
「
わ
た

し
が
家
を
継
ご
う
と
思
っ
た
理
由
〜
お

年
寄
り
と
ス
タ
ッ
フ
が
笑
顔
で
い
ら
れ

る
場
所
作
り
〜
」
と
題
し
て
発
表
。
介

護
の
現
場
で
経
営
の
立
場
に
携
わ
る
中

で
、
自
身
と
周
囲
の
人
に
と
っ
て
「
生

き
生
き
と
し
た
働
き
方
と
は
何
か
」
を

模
索
す
る
日
々
を
等
身
大
の
言
葉
で
語

っ
た
。

根
岸
さ
ん
は
、
自
身
の
目
標
や
心
構

え
に
影
響
を
与
え
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
と
し

て
、

①
ス
タ
ッ
フ
の
子
供
か
ら
「
な
ぜ
こ
ん

な
所
で
働
い
て
い
る
の
か
」
と
聞
か

れ
た
が
返
答
出
来
な
か
っ
た
と
い
う

出
来
事
を
き
っ
か
け
に
、
今
後
の
自

身
の
目
標
を
「
周
り
に
自
慢
で
き
る

職
場
・
子
供
が
親
を
誇
れ
る
仕
事
を

目
指
す
こ
と
で
、
介
護
職
の
地
位
向

上
を
図
る
」
と
す
る
に
至
っ
た
。

②
介
護
業
界
・
介
護
技
術
の
知
識
が
な

く
て
も
地
位
だ
け
が
あ
る
こ
と
に
対

し
自
身
の
存
在
意
義
を
考
え
た
が
、

周
囲
の
人
の
ア
ド
バ
イ
ス
で
自
分
の

価
値
を
見
つ
め
直
し
「
自
分
の
価
値

を
必
要
以
上
に
落
と
し
こ
む
こ
と
は

な
い
」
と
肩
の
力
を
抜
く
こ
と
が
で

き
た
。

③
自
身
の
体
調
不
良
や
、
ス
ト
レ
ス
と

の
向
き
合
い
方
を
考
え
た
経
験
か
ら

「
悲
し
み
は
人
の
気
持
ち
に
寄
り
添

う
力
に
な
る
。
悲
し
み
も
苦
し
み
も

ム
ダ
な
こ
と
は
一
つ
も
な
い
。
た
く

さ
ん
の
人
生
経
験
を
つ
め
る
の
は
ラ

ッ
キ
ー
な
事
。
お
客
様
や
ス
タ
ッ
フ

の
喜
び
や
悲
し
み
に
寄
り
添
え
る
人

間
に
な
り
た
い
と
思
う
に
至
っ
た
。」

と
披
露
し
た
。

そ
し
て
ま
と
め
と
し
て
「
働
く
ス
タ

ッ
フ
に
も
様
々
な
人
生
と
価
値
観
が
あ

る
と
知
っ
た
。
自
分
の
価
値
観
を
押
し

付
け
ず
新
た
な
考
え
を
享
受
す
る
、
と

い
う
ス
タ
ン
ス
で
、
そ
れ
ぞ
れ
が
思
う

『
生
き
生
き
と
し
た
働
き
方
』
を
応
援

し
た
い
。
ス
タ
ッ
フ
が
子
供
・
家
族
・

友
人
に
自
慢
で
き
る
場
所
を
作
る
こ
と

が
私
に
と
っ
て
『
生
き
生
き
働
く
』
と

い
う
こ
と
」
と
語
っ
た
。

川
木
建
設
㈱
企
画
部
企
画
室
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
担
当
の
夢
川
泉
穂
さ
ん
は
、

入
社
三
年
後
に
一
般
職
か
ら
総
合
職
に

コ
ー
ス
変
更
を
し
、
そ
の
六
年
後
再
び

自
ら
一
般
職
へ
の
転
向
を
希
望
さ
れ
、

現
在
に
至
る
。
発
表
で
は「
キ
ャ
リ
ア
・

キ
ー
プ
と
い
う
選
択
」
と
題
し
て
二
度

の
コ
ー
ス
変
更
を
経
験
さ
れ
た
中
で
の

葛
藤
や
取
組
み
に
関
し
て
話
し
た
。

キ
ャ
リ
ア
キ
ー
プ
と
い
う
選
択
に
至

る
前
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
と
し
て
、
自
身

の
提
案
で
発
行
し
、
社
員
の
営
業
ツ
ー

ル
や
顧
客
へ
の
情
報
発
信
と
し
て
好
評

を
得
て
い
る
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
「
か
わ

も
く
通
信
」
の
担
当
と
し
て
の
や
り
が

い
や
、
総
合
職
と
し
て
の
や
り
が
い
を

紹
介
。

そ
し
て
キ
ャ
リ
ア
キ
ー
プ
と
い
う
選

択
に
至
る
経
緯
と
し
て
「
仕
事
と
家
庭

の
両
立
」
や
「
周
囲
か
ら
の
期
待
と
自

身
の
成
長
の
ギ
ャ
ッ
プ
」
と
い
っ
た
葛

藤
が
あ
り
、
ア
ッ
プ
で
も
ダ
ウ
ン
で
も

な
い
一
般
職
へ
の
コ
ー
ス
変
更
と
い
う

「
キ
ャ
リ
ア
キ
ー
プ
」
を
選
択
し
た
、

と
話
し
た
。

最
後
に
そ
の
選
択
に
関
し
て
「
後
退

で
は
な
く
、
維
持
。
前
に
進
む
た
め
の

準
備
期
間
と
し
て
捉
え
、
将
来
の
転
機

ご
と
に
臨
機
応
変
に
取
組
ん
で
い
き
た

い
」
と
ま
と
め
た
。

㈱
サ
イ
サ
ン
埼
玉
支
店
開
発
課
の
内

藤
裕
季
子
さ
ん
は
、
入
社
一
六
年
、
社

内
で
は
女
性
初
の
課
長
職
に
至
る
ま
で

の
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
の
ご
経
験
と
、
営

第
二
八
回
生
き
生
き
職
場
体
験
交
流
の
集
い
開
催

生生
きき
生生
きき
働働
くく
たた
めめ
にに

〜〜
ここ
れれ
かか
らら
のの
働働
きき
方方
のの
ヒヒ
ンン
トト
をを
探探
るる
〜〜

多業種で活躍する女性から、生き生き働くことに関
する体験談をご披露頂いた事例発表

「自分らしく働く～Be yourself ! ～」と
題してこれまでの経験談と貴重なメッセ
ージを頂いた泉川玲香氏による基調講演
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業
の
最
前
線
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
現
在
、

そ
し
て
仕
事
と
家
庭
の
両
立
の
ご
経
験

を
「
未
来
を
考
え
る
〜
生
き
生
き
キ
ャ

リ
ア
ア
ッ
プ
〜
」
と
題
し
て
発
表
し
た
。

内
藤
さ
ん
は
、
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
の

魅
力
を
「
チ
ー
ム
で
成
果
を
出
す
こ
と

や
人
を
育
て
る
楽
し
み
を
味
わ
え
る
こ

と
」
と
し
、
ま
た
、
管
理
職
の
ご
経
験

を
通
し
て
学
ん
だ
こ
と
と
し
て
、

①
『
自
分
な
り
の
リ
ー
ダ
ー
像
』
を
考

え
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
自
己
分
析

を
し
て
、
自
身
の
強
み
や
弱
み
を
知

っ
て
お
く
こ
と
が
必
要
。

②
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
こ
と
も
大
切
。
何

か
を
始
め
る
の
に
今
日
よ
り
適
し
た

日
は
な
く
「
今
日
が
一
番
若
い
日
」

と
考
え
る
。

と
話
し
た
。

ま
た
、
生
き
生
き
と
働
く
こ
と
に
関

し
て「
生
き
生
き
と
し
て
い
る
人
は『
自

分
の
役
割
が
演
じ
切
れ
る
人
』
だ
と
思

う
。
演
じ
切
る
と
は
、
役
割
を
全
う
す

る
こ
と
。
つ
ま
り
『
な
れ
る
最
高
の
自

分
に
な
る
』
と
い
う
こ
と
。
そ
の
た
め

に
は
、
他
人
と
の
違
い
を
認
識
し
、
正

し
い
努
力
と
勉
強
を
積
み
重
ね
る
事
が

大
切
」
と
締
め
括
っ
た
。

ま
た
、
育
児
と
の
両
立
に
関
し
て
、

①
「
全
て
を
完
璧
に
一
人
で
や
ろ
う
と

せ
ず
、
地
域
の
制
度
や
社
内
制
度
を

活
用
し
、
周
囲
の
人
と
協
力
し
な
が

ら
、
長
期
の
ス
パ
ン
で
考
え
る
」

②
「
自
分
な
り
の
働
き
方
を
見
つ
け

る
』
こ
と
が
大
切
。
今
、
自
分
や
家

族
に
と
っ
て
大
切
な
こ
と
は
何
か
と

考
え
、
そ
こ
か
ら
自
分
が
ど
う
な
り

た
い
か
、
未
来
を
考
え
る
。
皆
悩
み

な
が
ら
進
ん
で
い
る
」

と
語
り
、
事
例
発
表
を
終
了
し
た
。

第
三
部
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
で
は
、
本
会
事
務
局
の
町
田
恭
子
が

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
な
り
、
事
例
発

表
者
三
名
を
パ
ネ
リ
ス
ト
に
迎
え
、「
生

き
生
き
働
く
た
め
に
は
、
ど
う
し
た
ら

よ
い
か
」「
仕
事
と
個
人
の
生
活
を
ど

う
調
和
さ
せ
て
い
く
か
」
を
テ
ー
マ
に

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
た
。

「
思
い
通
り
に
い
か
ず
に
苦
労
し
た

時
の
乗
り
越
え
方
」「
周
囲
と
の
コ
ミ

ニ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
取
り
方
」「
目
標

の
定
め
方
や
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
維
持
の

秘
訣
」「
タ
イ
ム
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
秘

訣
」「
こ
れ
か
ら
の
自
分
の
目
指
す
姿
」

な
ど
に
つ
い
て
討
議
し
、
様
々
な
意
見

が
出
さ
れ
た
。

そ
し
て
最
後
に
、
参
加
者
に
向
け
た

メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し
て
、
ま
ず
根
岸
さ
ん

は
「『
ス
タ
ッ
フ
に
生
き
生
き
働
い
て

も
ら
い
た
い
、
所
属
し
て
良
か
っ
た
と

思
っ
て
も
ら
い
た
い
』
そ
れ
を
実
現
す

る
こ
と
が
私
の
生
き
生
き
し
た
働
き
方

に
繋
が
る
。
ス
タ
ッ
フ
の
様
々
な
価
値

観
を
享
受
す
る
こ
と
が
大
切
。
日
々
辛

い
こ
と
悲
し
い
こ
と
色
々
あ
る
が
、
た

だ
落
ち
込
ん
だ
り
怒
っ
た
り
す
る
の
で

は
な
く
、
そ
の
経
験
が
人
生
を
深
め
、

他
人
の
気
持
ち
を
慮
る
上
で
大
切
な
経

験
に
な
る
の
だ
と
知
っ
て
ほ
し
い
」
と

意
見
を
述
べ
た
。

続
い
て
夢
川
さ
ん
は
「
働
き
方
の
ス

タ
イ
ル
、
仕
事
と
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
の
バ

ラ
ン
ス
の
と
り
方
は
十
人
十
色
。
時
間

の
使
い
方
や
物
事
の
進
め
方
に
関
す
る

価
値
観
も
人
そ
れ
ぞ
れ
で
、
誰
か
に
と

っ
て
ベ
ス
ト
の
状
態
が
自
分
に
と
っ
て

も
ベ
ス
ト
と
感
じ
ら
れ
る
も
の
だ
と
は

限
ら
な
い
。
人
と
比
べ
過
ぎ
ず
、
焦
ら

ず
『
自
分
の
納
得
度
』
が
一
〇
〇
％
に

近
づ
く
よ
う
な
生
き
方
を
見
つ
け
ら
れ

た
ら
い
い
。
そ
の
状
態
は
ラ

イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
よ
っ
て
も

大
き
く
変
化
す
る
と
思
う
の

で
、
こ
れ
か
ら
も
自
分
に
と

っ
て
の
一
〇
〇
％
を
探
し
続

け
て
い
き
た
い
」
と
話
し
た
。

そ
し
て
最
後
に
内
藤
さ
ん

か
ら
「
考
え
方
一
つ
に
よ
っ

て
、
物
の
捉
え
方
が
変
わ
っ

て
く
る
。
常
に
前
向
き
に
な

る
の
は
難
し
い
か
も
し
れ
な

い
が
、
何
か
良
い
事
が
あ
っ

た
ら
そ
れ
を
感
じ
ら
れ
る
よ

う
に
心
掛
け
る
と
、
毎
日
が

生
き
生
き
し
て
く
る
と
思
う
。
生
活
の

大
半
を
占
め
る
会
社
で
の
時
間
を
ど
う

過
ご
す
か
に
よ
っ
て
、
人
生
が
生
き
生

き
と
し
た
も
の
に
な
る
か
ど
う
か
変
わ

っ
て
く
る
。
ぜ
ひ
生
き
生
き
と
し
た
毎

日
を
過
ご
し
て
ほ
し
い
」
と
述
べ
、
メ

ッ
セ
ー
ジ
を
締
め
く
く
ら
れ
た
。

最
後
の
第
四
部
は
、「
生
き
生
き
働

い
て
い
く
た
め
に
」
を
テ
ー
マ
に
七
、

八
人
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
「
自
分

自
身
が
取
り
組
ん
で
い
く
身
近
な
目

標
」
に
関
し
て
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を

行
っ
た
。

終
了
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
参
加
者

か
ら

・
女
性
が
働
き
続
け
て
い
く
た
め
の
ヒ

ン
ト
が
た
く
さ
ん
あ
り
、
有
意
義
な

時
間
だ
っ
た
。

・
普
段
忙
し
く
仕
事
と
家
庭
の
生
活
を

過
ご
し
て
い
る
中
で
、
ふ
と
立
ち
止

ま
っ
て
今
後
の
自
分
の
あ
り
方
を
考

え
る
良
い
機
会
に
な
っ
た
。

・
た
く
さ
ん
の
人
の
「
仕
事
や
家
庭
に

関
す
る
取
組
み
方
」
を
聞
く
こ
と
が

で
き
た
の
で
、
自
分
に
合
っ
た
も
の

を
参
考
に
し
て
い
き
た
い
。

な
ど
の
意
見
が
出
さ
れ
た
。

参
加
者
に
と
っ
て
、
働
き
方
・
暮
ら

し
方
の
身
近
な
ヒ
ン
ト
、
ま
た
将
来
役

立
つ
ヒ
ン
ト
を
そ
れ
ぞ
れ
に
感
じ
取
り
、

明
日
か
ら
取
組
ん
で
い
く
目
標
と
、
チ

ャ
レ
ン
ジ
へ
の
意
欲
、
ま
た
、
生
き
生

き
働
く
た
め
の
活
力
を
得
る
場
と
な
っ

た
よ
う
だ
。

【
参
加
会
社
・
組
織
】

ア
イ
ル
・
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
㈱
①
、

㈱
ア
ス
ト
ン
①
、
㈱
ア
ル
ビ
オ
ン
①
、

岩
堀
建
設
工
業
㈱
①
、
Ａ
Ｇ
Ｓ
㈱
③
、

大
野
建
設
㈱
①
、
㈱
亀
屋
②
、
川
口
信

用
金
庫
②
、
関
東
自
動
車
㈱
①
、
㈱
ク

リ
タ
エ
イ
ム
デ
リ
カ
②
、
ク
リ
ー
ン
シ

ス
テ
ム
㈱
①
、
独
立
行
政
法
人
国
立
女

性
教
育
会
館
③
、
㈱
コ
ー
セ
ー
狭
山
事

業
所
②
、
サ
イ
エ
イ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ

ス
㈱
①
、
㈱
サ
イ
サ
ン
①
、
埼
玉
縣
信

用
金
庫
①
、
坂
戸
ガ
ス
㈱
①
、
三
協
食

品
工
業
㈱
②
、
三
州
製
菓
㈱
①
、
昭
和

工
業
㈱
②
、
セ
ン
ト
ラ
ル
自
動
車
技
研

㈱
①
、
大
東
ガ
ス
㈱
①
、
㈱
太
洋
社
印

刷
所
①
、
㈱
デ
サ
ン
①
、
日
信
ソ
フ
ト

エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
㈱
①
、
日
本
ピ
ス

ト
ン
リ
ン
グ
㈱
①
、
㈱
ハ
ー
ベ
ス
①
、

（
社
福
）隼
人
会
ま
き
ば
園
②
、
㈱
パ
レ

ス
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
②
、
フ
ジ
オ
ッ

ク
ス
㈱
②
、
武
州
産
業
㈱
①
、
北
辰
図

書
㈱
①
、
む
さ
し
証
券
㈱
①
、

○
内
は
参
加
人
数
。
合
計
四
六
名
。

「生き生き働くためには？」「仕事とプライベートの
調和に関して」をテーマに、日々の取組みに関して
掘り下げたパネルディスカッション

「生き生き働くこと」をテーマに、明日からの自
身の取組みに関してグループごとにディスカッ
ション
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法人事業税に係る外形標
準課税の付加価値割の算
定。

学歴・職歴
金子 秀
（かねこ しげる）
2004年11月より埼玉大学
経済学部教授。2015年4
月より埼玉大学大学院人
文社会科学研究科教授。
専門は経営戦略論・経営
管理論。著書に『研究開
発戦略と組織能力』（白桃
書房、2006年）。論文に「ソ
リューションビジネスの
研究―価値創造と価値獲
得の論理―」（『日本経営
学会誌』第34号、2014年、
pp．75－86）。

企業統治のあり方についての議
論がなされている。伊藤邦雄氏（一橋大学特任教
授）は、昨年、「伊藤レポート」の中で、自己資
本利益率（ROE）8％以上を目指すべきであると
提言した。投資家にとっては、ROEあるいは株
主価値が企業統治を考えるうえで重要であること
は言うまでもない。しかし、財政問題（税収）に
直面している国民経済にとってはどのような指標
が必要なのであろうか。
経営者の視点から企業をみれば、収益から費用
を控除した利益が重要である。そのため、投入さ
れた労働と資本は費用（コスト）
として認識されることになる。
しかし、企業は、社会的な組織
であり、資本・経営・労働が三
位一体となって付加価値を生み
出す組織である。国民経済にと
っては、利益よりも付加価値こ
そ重視すべき概念である。なぜ
なら、利益は付加価値から人件
費、他人資本利子、税金費用が
控除された残額（当期純利益）

であり、これが株主に帰属する。付加価値を生み
出さなければ、利益は生じないからである。
人件費（労働収益）と当期純利益（株主に帰属）
は付加価値を構成しており、労働分配率（人件費
／付加価値）を増大させると、株主に帰属する当
期純利益は減少することになり、株主の反発を招
くことになる。付加価値をめぐるステークホルダ
ー（労働者、資本提供者、政府）による付加価値
の分配を表していた「成果計算書」が作成されず、
開示されていないことが企業経営の混乱を招いて
いるのではないだろうか。

今日、求められているのは、
投資家の視点ではなく、国民
経済の視点から個別企業をと
らえるべきである。それゆえ、
個別企業（経営者）は、付加
価値に基づいた成果計算書を
作成し、「付加価値生産性」
を重要な指標として位置づけ、
付加価値生産性の向上を図る
ことを企業経営のミッション
とすべきであろう。

植物の老化制御に関する
理解は、野菜や生花の保
持と深く関わっていると
考えています。収穫して
から店先に並べられる果
物や野菜は着々と環境に
応じて老化していきます。
花屋の生花も同じです。
もっと広く生物の保存と
も関わっていると考えま
す。

学歴・略歴
森安 裕二
（もりやす ゆうじ）
福井県生まれ。
1987年 東京大学大学院
理学系研究科博士課程退
学（単位修得見込）、同年
静岡県立大学国際関係学
部助手。
1988年 理学博士
2007年 埼玉大学大学院
理工学研究科准教授
2012年より現職

動物や植物の体は細胞からでき
ています。細胞が生命の最小単位です。すなわち、
生きているという状態に到達している最小の構造
が細胞ということになります。
細胞はオートファジーと呼ばれる自己分解メカ
ニズムをもっています。オートファジーでは、細
胞が、まず分解すべき自らの一部を生体膜と呼ば
れる膜で包み込みます。次に、包み込んだものを
分解の場所であるリソソームに運びます。リソソ
ームには多種類の分解酵素が存在し、最終的には、
運びこまれたものがそれら酵素の働きによって分
解されます。リソソームは分解を専門に行ってい
る細胞内の構造で、「リソ」は「分解」という意
味です。
細胞がオートファジーを行う主な目的は、栄養
を調達するためです。この栄養調達は、外からの
栄養の供給が途絶えたときに特に重要になってく
ると考えられます。細胞は、オートファジーによ
り自分自身の構造の一部を分解して、新しい構造
をつくるための部品を手にいれます。部品を再利
用するわけです。あるいは、オートファジー分解
で得られた部品を二酸化炭素と水にまでさらに分
解し、生きていくためのエネルギーを確保します。
ちょっと話は横道にそれますが、部品を二酸化

炭素と水にまで分解するということは燃焼させる
ということで、細胞の部品が燃料にもなることを
意味しています。タンパク質や脂質は細胞を構成
している部品ですが、どちらも燃料になります。
細胞は、オートファジーにより栄養調達を行う
一方で、オートファジーにより他のさまざまな機
能を制御していることもわかってきています。老
化はそのひとつです。
老化とは死に至る発生過程ですが、植物では、
個体を構成する器官を意図的にかつ積極的に老化
させる現象が頻繁に観察されます。夏に果実を実
らせつつあるイネが葉を黄色く変色させたり秋に
カエデが紅葉する現象は、植物個体が齢に応じて、
そして環境に応答して引き起こす葉という器官の
老化です。
細胞がオートファジ
ーを利用してどのよう
に老化を制御している
かに関しては充分には
理解されていません。
私たちは、老化のメカ
ニズムを、老化とオー
トファジーの関わりに
注目して調べています。

埼埼玉玉大大学学研研究究者者ととのの出出会会いいのの広広場場
今回の内容について、ご関心・興味をお持ちの方は、下記にご連絡下さい。

埼経協 専務理事 根岸 茂文、事務局次長 宮田 信久 �048‐647‐4100
�048‐641‐0924

シリーズ
第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第888888888888888888888888888888888888888888888888回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回

産業への展開研 究 の 内 容

経営成果の測定に関する研究
埼玉大学大学院人文社会科学研究科 経営学研究領域 金 子 秀 教授

オートファジーと植物の老化制御
埼玉大学理工学研究科 生命科学部門 生体制御学領域 森 安 裕 二 教授

（図）植物細胞におけるオート
ファジー経路
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当研究室は「高温プロセッシング」すなわち高温で材料を加
工する鋳造・熱処理・ガラス加工・セラミックスを研究・授業
の対象としています。研究の大部分は企業との共同研究テーマ
であり、特に鋳造に関する技術改善や真因究明が多い。
主なテーマはおよそ次のような内容です。
・ダイカストスリーブの可視化（硝子スリーブ）
・ダイカストのエア巻き込み低減
・ダイカストの破断チル層の低減
・金型傾斜鋳造のエア巻き込みの低減
・砂型鋳造における変形挙動の測定
・ダクタイル鋳鉄の黒鉛球状化剤の研究
・ダクタイル鋳鉄の材料開発
・金型の離型剤と塗型剤による熱伝達率測定
・金型材料の熱疲労試験研究
・アルミ基複合材料の水素量測定 など
研究テーマは鋳造CAEの精度向上のための研究と材料特性
研究などを行なっています。
アルミ合金ダイカストのスリーブ内のメタルの流れを耐熱ガ
ラスで溶融メタルを射出する可視化実験を業界で初めて撮影す
ることに成功しました。その結果と水モデルやCAE解析との

比較を行い、エア巻き込みを低減し、次にスリーブで発生する
凝固層に見立てた「擬似破断チル層」の射出時挙動を観察して
製品に混入しない射出条件とチップ形状を開発し、不良を激減
しました。また離型剤の金型への熱伝達率を測定し、CAE解
析の最適入力値を見出しました。
金型鋳造では不良が多発する製品の透明鋳型による水実験や
CAE解析による精度向上や塗型剤の通気度測定器の自作や膜
厚の簡易測定法、熱伝達率の最適値を算出しています。
砂型鋳物では鋳型を介しての冷却過程の鋳物寸法変化の実測
データを測定しています。
材料研究ではダクタイル鋳鉄の材料開発や、黒鉛球状化剤の
酸素含有量に着目した基礎研究を展開中です。
また溶融アルミニウム合金中の水素ガス測定装置（イニシャ
ルバブル法）による実験を行っており、最近ではアルミ基複合
材料のガス量測定を実施しています。
以上の他、未公開テーマや研修生受け入れなども実施してい
ます。前職では多くの金属加工技術について研究開発から現場
改善まで経験しましたが、本学の趣旨「テクノロジスト」を目
指した教育と実践、そして地域・製造現場に密着したテーマを
中心に今後も取り組んでゆきます。

近年、私たちの想定を上まわるような
大きな災害が多く発生しています。ひと
たび災害が発生した場合に私たちにでき

ることはその後の対応であると考えられます。最近では地域の
中でお互いに助け合う「共助」の重要性が高まっていますが、
具体的なしくみ作りについては発展途上であり多くの改善の余
地があります。
このような中、私たち田尻研究室では、地域の災害対応力を
向上させるための方法のひとつとして、地域の「アクティビテ
ィリスト」を提案しており、その作成と検討・運用に取り組ん
でいます。「アクティビティリスト」とは、地域住民のみなさ
ん一人ひとりや地域のなかにあるそれぞれの企業・施設がお持
ちの、災害時に提供できる「物品」と「スキル」を、地域全体
であらかじめリスト化したものです。明確に”見える化”する
ことにより、災害対応として自分たちに何がどこまで出来るか
を確認するとともに、対応力が不足している部分を把握して今
後の課題を明らかにすることができます。

住民のみなさんに提供してもらう「物品」や「スキル」は特
別なものばかりではなく、たとえば“大きめの鍋”や“子ども
の面倒をみることが得意”などでも構いません。また、企業や
施設はボランタリーな協力範囲を「アクティビティリスト」に
明示してもらうことで「防災協力企業」として位置づけます。
このように、「アクティビティリスト」の作成と運用により
防災対応力の向上を図るしくみは、現実的な手法として学会か
らも表彰を受けるな
ど、すでに田尻研究
室では実際のいくつ
かの地域で少しずつ
ではありますが成果
をあげつつあります。
もしご興味をお持ち
の自治会様などござ
いましたらご遠慮な
くご相談ください。

「「ももののつつくくりり大大学学」」へへよよううここそそ
今回の内容について、ご関心・興味をお持ちの方は、下記にご連絡下さい。

埼経協 専務理事 根岸 茂文、事務局次長 宮田 信久 �048‐647‐4100
�048‐641‐0924

連 載
第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第666666666666666666666666999999999999999999999999回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回

鋳造技術向上のための実験研究あれこれ
製造学科 鈴 木 克 美 教授

鈴木 克美（すずき かつみ）教授、工学博士、技術士（金属加工）早稲田大学理工学部博士課程卒、早稲田大学鋳物研究所、
日本碍子㈱、旭テック㈱勤務を経て2007年からものつくり大学客員教授、特任教授から教授。日本鋳造工学会関東支部理事、素
形材センター編集委員、日本ダクタイル鋳鉄協会副会長

地域の防災は出来ることの“見える化”から
建設学科 田 尻 要 教授

田尻 要（たじり かなめ）教授 九州大学大学院博士課程、博士（工学）、ゼネコンの技術研究所、国立群馬工業高等専門学校
助教授を経て2005年9月よりものつくり大学。建設分野に関する調査分析に取り組む。（連絡先：048‐564‐3825／tajiri@iot.ac.jp）

災害対応力の見える化と共有は地域防災の第一歩！
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新新
入入
社社
員員
研研
修修
開開
催催

新
入
社
員
研
修
が
四
月
二
日
、
大
宮

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
で
四
三
名
が
参
加
し

て
開
催
さ
れ
た
。

基
調
講
演
で
は
、「
人
生
を
彩
る
働

き
方
」
と
題
し
て
、
㈱
テ
レ
ビ
埼
玉
報

道
制
作
局
制
作
部
の
菅
美
香
氏
に
よ
る

講
演
。

ご
自
身
の
社
会
人
経
験
か
ら
「
仕
事

か
ら
得
ら
れ
る
も
の
は
お
給
料
だ
け
で

は
な
い
。�
目
に
見
え
な
い
報
酬
�
も

あ
る
」
と
し
、
仕
事
を
通
し
て
、

①
自
身
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ

②
経
験
を
重
ね
て
人
と
し
て
成
長
す
る

③
優
れ
た
仕
事
を
残
す

こ
と
が
出
来
た
と
話
し
た
。

ま
た
、
そ
の「
目
に
見
え
な
い
報
酬
」

を
得
る
た
め
の
取
組
み
と
し
て
「
一
生

懸
命
取
組
む
こ
と
」「
失
敗
を
恐
れ
な

い
」「
失
敗
す
る
と
分
か
っ
て
い
る
な

ら
、
事
前
の
準
備
を
す
る
」
を
挙
げ
た
。

最
後
に
「
社
会
人
生
活
は
、
マ
イ
ナ

ス
よ
り
プ
ラ
ス
の
方
が
断
然
多
い
。
そ

れ
は
皆
さ
ん
の
心
が
け
次
第
。
一
生
懸

命
働
い
て
壁
に
ぶ
つ
か
っ
て
も
、
努
力

は
皆
さ
ん
を
裏
切
ら
な
い
。
実
り
あ
る

社
会
人
ラ
イ
フ
を
送
っ
て
ほ
し
い
」
と

ま
と
め
ら
れ
た
。

参
加
者
か
ら
は
「
実
際
の
経
験
を
通

し
た
新
入
社
員
と
し
て
の
心
構
え
や
、

そ
の
時
代
に
大
切
な
取
組
み
を
聞
く
こ

と
が
で
き
て
参
考
に
な
っ
た
」
と
い
っ

た
感
想
が
聞
こ
え
た
。

続
い
て
は
、
り
そ
な
総
合
研
究
所
㈱

パ
ー
ト
ナ
ー
講
師
、
古
澤
美
奈
子
氏
に

よ
る
講
義
・
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
。

主
な
五
つ
の
テ
ー
マ
は
「
学
生
か
ら

社
会
人
へ
」「
効
率
的
な
仕
事
を
す
る

た
め
に
」「
職
場
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
と
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
」「
ビ
ジ
ネ

ス
マ
ナ
ー
の
基
本
」「
自
己
啓
発
と
自

己
管
理
」。

速
や
か
に
職
場
に
適
応
し
、
ま
た
、

一
日
も
早
く
職
場
の
活
力
と
な
る
よ
う
、

社
会
人
と
し
て
必
要
な
基
本
的
な
心
構

え
や
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
を
学
ん
だ
。

参
加
者
か
ら
は
「
学
ん
だ
マ
ナ
ー
を

繰
り
返
し
練
習
し
て
、
一
日
も
早
く
身

に
つ
け
た
い
」「
今
自
分
が
学
ば
な
く

て
は
い
け
な
い
こ
と
や
、
仕
事
に
向
う

姿
勢
に
つ
い
て
考
え
さ
せ
ら
れ
た
」「
ビ

ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
に
対
し
て
論
理
的
な
説

明
を
し
て
頂
い
た
の
で
、
一
つ
ひ
と
つ

納
得
し
な
が
ら
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
」

と
い
う
感
想
が
出
た
。

〔
参
加
会
社
・
組
織
〕

㈱
エ
ン
プ
ラ
ス
⑭
、
共
和
真
空
技
術

㈱
⑥
、
東
京
イ
ン
キ
㈱
⑫
、
㈱
十
勝
大

福
本
舗
①
、
中
原
建
設
㈱
⑥
、
公
益
財

団
法
人
日
本
生
態
系
協
会
②
、
㈱
プ
ラ

コ
ー
①
、
北
辰
図
書
㈱
①

○
内
は
、
参
加
者
数
。
合
計
四
三
名
。

埼
玉
労
働
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

事
業
主
の
み
な
さ
ま
へ

労
働
保
険
の
年
度
更
新
手
続
き
並
び
に

一
般
拠
出
金
の
申
告
・
納
付
に
つ
い
て

（
平
成
二
七
年
六
月
一
日
〜
七
月
十
〇

日
）労

働
保
険（
労
災
保
険
・
雇
用
保
険
）

の
平
成
二
六
年
度
確
定
保
険
料
と
平
成

二
七
年
度
概
算
保
険
料
及
び
石
綿
健
康

被
害
救
済
法
の
一
般
拠
出
金
の
申
告
・

納
付
手
続
き
を
行
っ
て
い
た
だ
く
時
期

と
な
り
ま
し
た
。

申
告
書
・
送
付
書
は
、
五
月
末
に
発

送
し
ま
す
の
で
、
同
封
の
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
（
申
告
書
等
の
記
入
方
法
）
な
ど
の

説
明
に
従
っ
て
作
成
し
、
七
月
一
〇
日

ま
で
に
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
、
埼
玉
労
働
局
労
働
保
険

徴
収
課
ま
た
は
最
寄
り
の
労
働
基
準
監

督
所
の
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

埼
玉
労
働
局
労
働
保
険
徴
収
課

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〇
四
八
―
六
〇
〇
―
六
二
〇
三

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
四
八
―
六
〇
〇
―
六
二
二
三

コミュニケーション実習

訪問のマナーを学ぶ

講義をする古澤美奈子氏

基調講演をする菅 美香氏
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第
一
図

在
職
中

兼
業
禁
止
義
務
…
完
全
な
労
務
提
供
義
務

と
抵
触

兼
業
禁
止

の
展
開

退
職
後

競
業
避
止
義
務
…
労
働
契
約
上
の
信
義
則
、

守
秘
義
務
等
と
の
抵
触

八

兼
業
禁
止
義
務
を

め
ぐ
っ
て

1

兼
業
禁
止
義
務
と
は

従
業
員
は
、
労
働
契
約
の
締
結
に
よ

り
、
会
社
に
対
し
、
労
務
提
供
義
務
を

負
う
と
と
も
に
、
こ
れ
に
付
随
し
て
、

企
業
秩
序
を
守
り
、
誠
実
に
勤
務
し
、

職
務
に
専
念
す
る
と
い
っ
た
義
務
を
負

う
。
そ
の
よ
う
な
労
働
契
約
上
の
付
随

義
務
の
一
つ
と
し
て
、
会
社
に
在
勤
中

に
お
い
て
会
社
業
務
以
外
の
他
社
等
の

業
務
に
従
事
す
る
よ
う
な
こ
と
は
、
本

来
の
職
務
専
念
義
務
に
違
反
す
る
場
合

は
も
と
よ
り
、
債
務
の
本
旨
に
従
っ
た

労
務
提
供
義
務
に
影
響
を
与
え
う
る
と

い
っ
た
観
点
か
ら
、
そ
れ
が
勤
務
時
間

外
や
休
日
な
ど
に
就
業
す
る
場
合
で
あ

っ
て
も
、
兼
業
行
為
を
行
う
場
合
に
は
、

現
に
雇
用
さ
れ
て
い
る
使
用
者
の
承
諾

を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い

る
こ
と
が
一
般
的
で
あ
る
。
こ
れ
を
、

い
わ
ゆ
る
兼
業
禁
止
規
定
と
い
う
。

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、「
競
業
避
止

義
務
は
主
と
し
て
労
働
者
の
退
職
後
に

問
題
に
な
る
が
、
労
働
者
の
在
職
中
は
、

よ
り
広
く
、
就
業
規
則
な
ど
に
お
い
て
、

『
会
社
の
承
諾
を
得
ず
に
他
社
に
雇
わ

れ
、
ま
た
は
み
ず
か
ら
事
業
を
営
む
こ

と
』
な
ど
の
定
め
を
置
く
こ
と
に
よ
り
、

兼
業
な
い
し
二
重
就
職
一
般
が
禁
止
さ

れ
、
あ
る
い
は
懲
戒
事
由
と
さ
れ
て
い

る
こ
と
が
多
い
。
就
業
時
間
中
に
兼
業

を
行
う
こ
と
が
労
働
義
務
違
反
と
な
る

こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
あ
る
が
、
勤
務
時

間
外
に
つ
い
て
は
、
労
働
者
の
私
生
活

の
自
由
と
の
関
係
で
、
こ
う
し
た
兼
業

の
禁
止
を
契
約
上
定
め
る
こ
と
が
で
き

る
か
が
問
題
と
な
る
。
こ
の
点
に
つ
い

て
の
最
高
裁
の
判
例
は
な
い
が
、
下
級

審
裁
判
例
で
は
、
労
務
の
提
供
や
事
業

運
営
、
あ
る
い
は
企
業
の
信
用
・
評
価

に
支
障
の
生
ず
る
お
そ
れ
の
あ
る
兼
業

は
懲
戒
の
対
象
と
な
る
と
し
て
、
就
業

規
則
上
の
懲
戒
事
由
を
限
定
解
釈
す
る

も
の
が
多
い
。」（
菅
野
和
夫
『
詳
解
・

労
働
契
約
法
』
一
八
六
頁
）
と
さ
れ
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
の
関
係
を
示

せ
ば
、
第
一
図
の
と
お
り
で
あ
る
。

こ
の
う
ち
の
在
職
中
の
兼
業
禁
止
義

務
に
関
し
て
は
、
一
般
に
企
業
に
お
い

て
は
従
業
員
が
自
社
で
勤
務
し
な
が
ら

時
間
外
や
休
日
等
を
利
用
し
て
他
社
で

就
労
す
る
こ
と
を
兼
業
な
い
し
兼
職
と

呼
ん
で
お
り
、
こ
れ
は
、
一
般
に
禁
止

さ
れ
て
い
る
場
合
が
多
い
。
そ
れ
は
、

一
般
に
、
就
業
規
則
ま
た
は
個
別
の
合

意
に
よ
っ
て
時
間
外
・
休
日
に
お
い
て

も
労
働
義
務
が
発
生
す
る
の
が
通
常
で

あ
る
た
め
、
兼
業
に
よ
っ
て
債
務
の
本

旨
に
従
っ
た
労
務
提
供
に
影
響
を
与
え

う
る
か
ら
で
あ
る
。
理
論
的
に
は
、
そ

れ
の
み
で
は
な
く
、
労
働
基
準
法
の
労

働
時
間
の
通
算
制
（
労
基
法
三
八
条
）、

そ
れ
に
伴
う
割
増
賃
金
（
同
三
七
条
）

支
払
の
名
宛
人
（
通
算
制
に
よ
り
ど
ち

ら
の
事
業
者
が
支
払
う
の
か
）
の
問
題

や
労
働
契
約
上
の
兼
業
禁
止
義
務
の
有

効
性
、
休
暇
・
休
職
中
の
兼
職
の
場
合

の
問
題
や
複
数
企
業
就
業
者
の
過
労
死

等
の
場
合
の
責
任
や
労
災
責
任
は
ど
ち

ら
に
あ
る
か
と
か
、
労
災
保
険
給
付
算

定
等
に
お
い
て
ど
う
な
る
の
か
と
い
っ

た
多
様
な
法
律
問
題
が
発
生
す
る
な
ど
、

複
雑
な
問
題
が
生
ず
る
。
い
ず
れ
に
お

い
て
も
在
職
中
の
兼
業
問
題
は
、円
満
・

完
全
な
労
務
提
供
義
務
と
の
関
係
に
お

い
て
、
二
重
就
業
契
約
と
な
っ
て
矛
盾

し
う
る
こ
と
に
な
る
。

と
は
い
え
、
い
か
な
る
場
合
で
も
兼

業
に
つ
い
て
絶
対
に
禁
止
で
き
る
か
と

い
う
点
に
つ
い
て
は
、
職
業
選
択
の
自

由
（
憲
法
二
二
条
一
項
）
と
い
う
問
題

が
あ
る
の
で
、
そ
の
制
限
に
つ
い
て
は

一
定
の
合
理
的
理
由
が
必
要
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、「
一
般
に
労
働

時
間
以
外
の
時
間
を
ど
の
よ
う
に
利
用

す
る
か
は
労
働
者
の
自
由
で
あ
る
し
、

そ
の
時
間
に
自
分
の
労
働
力
を
利
用
す

る
自
由
も
職
業
選
択
の
自
由
（
憲
法
二

二
条
一
項
）
に
よ
っ
て
保
障
さ
れ
て
い

る
。
そ
こ
で
、
兼
職
規
制
に
つ
い
て
は
、

許
可
制
の
効
力
を
一
律
に
否
定
し
な
い

も
の
の
、
労
働
者
の
自
由
を
考
慮
し
て

限
定
的
に
解
釈
す
る
の
が
一
般
で
あ

る
。」（
土
田
道
夫
『
労
働
法
概
説
（
三

版
）』
五
四
頁
）
と
さ
れ
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。
ま
た
、「
裁
判
例
は
、
兼

職
許
可
・
避
止
条
項
を
有
効
と
解
し
た

上
で
、
労
働
者
の
私
生
活
の
自
由
お
よ

び
職
業
選
択
の
自
由
と
使
用
者
の
利
益

（
労
働
力
の
確
保
、
企
業
秩
序
、
営
業

秘
密
等
）
と
の
調
整
を
図
り
、
限
定
解

釈
を
行
っ
て
き
た
。
加
え
て
、
近
年
に

は
、
兼
職
許
可
条
項
に
基
づ
く
使
用
者

の
許
可
付
与
義
務
を
肯
定
し
、
不
許
可

に
よ
っ
て
得
ら
れ
な
か
っ
た
賃
金
相
当

額
の
損
害
賠
償
請
求
お
よ
び
慰
謝
料
請

求
を
認
め
た
事
案
も
み
ら
れ
る
。」（
河

低
成
長
時
代
の
就
業
規
則
の

見
直
し
・
改
訂
の
ポ
イ
ン
ト

―
第
一
〇
八
回
―

労
働
契
約
法
の
企
業
実
務
上
の

対
応
に
つ
い
て
（
そ
の
２２
）

弁
護
士

安

西

�

�

連載
�
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野
尚
子
「
兼
職
を
め
ぐ
る
労
働
時
間
の

通
算
制
・
契
約
上
の
兼
職
避
止
義
務
の

あ
り
方

ド
イ
ツ
法
と
の
比
較
法
的
研

究

」
季
刊
労
働
法
一
二
四
号
一
九
五

頁
）
と
さ
れ
て
い
る
。

判
例
で
も
、「『
他
社
へ
の
就
業
』
が

禁
止
さ
れ
て
い
る
の
は
、
従
業
員
が
他

へ
就
労
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
会
社
の
企

業
秩
序
な
い
し
労
務
の
統
制
を
乱
し
、

ま
た
は
そ
の
お
そ
れ
が
あ
る
か
、
あ
る

い
は
、
従
業
員
の
会
社
に
対
す
る
労
務

提
供
が
不
能
も
し
く
は
困
難
と
な
り
、

企
業
の
生
産
性
の
高
揚
を
阻
害
す
る
こ

と
を
未
然
に
防
止
す
る
こ
と
に
あ
る
と

解
さ
れ
る
か
ら
、
会
社
の
企
業
秩
序
ま

た
は
労
務
の
提
供
に
各
別
の
支
障
を
生

ぜ
し
め
な
い
程
度
の
も
の
は
、
就
業
禁

止
の
対
象
と
は
な
ら
な
い
も
の
と
解
さ

れ
る
。」（
昭
四
七
・
一
〇
・
二
〇
福
岡

地
裁
判
決
、
昭
和
室
内
装
備
事
件
、
判

タ
二
九
一
号
三
五
五
頁
）
と
さ
れ
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

2

就
業
規
則
に
よ
る
兼
業
の
許

可
制

そ
こ
で
、
在
職
中
の
兼
業
禁
止
に
つ

い
て
は
、
こ
の
よ
う
な
問
題
が
あ
る
の

で
、
全
面
禁
止
と
は
し
な
い
で
、
使
用

者
の
「
許
可
制
」
に
し
て
い
る
の
が
通

常
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、「
従
業
員
は
会
社
の
許

可
な
く
他
で
就
労
し
て
は
な
ら
な
い
」

と
か
「
社
員
は
、
会
社
の
許
可
な
く
他

に
雇
い
入
れ
ら
れ
又
は
営
業
を
営
み
そ

の
他
こ
れ
に
類
す
る
兼
業
を
し
て
は
な

ら
な
い
」
と
い
っ
た
一
就
業
規
則
上
の

禁
止
規
定
を
設
け
、
許
可
を
す
る
か
否

か
に
お
い
て
、
具
体
的
な
弊
害
の
有
無

を
判
断
し
、
職
業
選
択
の
自
由
と
の
調

整
を
図
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

判
例
で
も
、
原
則
と
し
て
「
就
業
規

則
三
一
条
一
〇
号
が
懲
戒
解
雇
事
由
の

一
と
し
て
『
会
社
の
承
認
を
得
な
い
で

在
籍
の
ま
ま
他
に
雇
入
れ
ら
れ
た
と

き
』
と
定
め
る
の
は
、
従
業
員
が
就
業

時
間
中
は
勿
論
の
こ
と
就
業
時
間
外
に

お
い
て
も
他
と
継
続
的
な
雇
傭
関
係
な

い
し
こ
れ
に
準
ず
る
関
係
に
入
る
と
き

は
、
そ
の
者
の
会
社
に
対
す
る
誠
実
か

つ
完
全
な
労
務
の
給
付
が
困
難
と
な
り
、

経
営
上
支
障
を
来
す
こ
と
か
ら
、
使
用

者
に
お
い
て
企
業
秩
序
を
維
持
す
る
た

め
、
一
律
に
こ
れ
を
禁
ず
る
趣
旨
の
も

の
で
あ
る
と
解
す
る
の
を
相
当
と
す
る

か
ら
、
被
控
訴
人
ら
が
、
右
認
定
の
よ

う
に
Ｏ
シ
ョ
ー
ル
ー
ム
及
び
Ｍ
タ
ク
シ

ー
に
雇
わ
れ
て
働
い
た
こ
と
は
、
右
就

業
規
則
条
項
に
該
当
す
る
も
の
と
い
わ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」（
昭
四
四
・
一

二
・
二
四
東
京
高
裁
判
決
、
京
急
横
浜

自
動
車
事
件
、
労
民
集
二
〇
巻
六
号
一

七
五
〇
頁
）
と
判
示
さ
れ
て
い
る
。

そ
し
て
、
一
般
に
は
「
就
業
規
則
上

は
『
会
社
の
許
可
な
く
他
人
に
雇
い
入

れ
ら
れ
る
こ
と
』
を
禁
止
し
、
そ
の
違

反
を
懲
戒
事
由
と
し
て
い
る
も
の
が
相

当
数
あ
る
。
裁
判
例
は
、
こ
の
よ
う
な

兼
職
（
二
重
就
職
）
許
可
制
の
違
反
に

つ
い
て
は
、
会
社
の
職
場
秩
序
に
影
響

せ
ず
、
か
つ
会
社
に
対
す
る
労
務
の
提

供
に
各
別
の
支
障
を
生
ぜ
し
め
な
い
程

度
・
態
様
の
二
重
就
職
は
禁
止
の
違
反

と
は
い
え
な
い
と
す
る
と
と
も
に
、
そ

の
よ
う
な
影
響
・
支
障
の
あ
る
も
の
は

禁
止
に
違
反
し
、
懲
戒
処
分
の
対
象
に

な
る
と
解
し
て
い
る
。」（
菅
野
和
夫『
労

働
法
第
十
版
』
五
〇
〇
〜
五
〇
一
頁
）

と
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

3

ど
の
よ
う
な
理
由
が
兼
業
禁

止
と
し
て
認
め
ら
れ
る
か

企
業
が
従
業
員
の
こ
の
よ
う
な
兼
業

を
禁
止
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、「
就
業

規
則
」
で
兼
業
禁
止
を
明
確
に
定
め
る

と
と
も
に
、
兼
業
禁
止
に
つ
い
て
許
可

制
と
す
る
こ
と
（
使
用
者
の
判
断
に
よ

っ
て
場
合
に
よ
っ
て
許
さ
れ
る
場
合
も

あ
る
こ
と
）
を
明
記
す
る
必
要
が
あ
る
。

そ
こ
で
、
い
か
な
る
場
合
に
兼
業
禁

止
と
し
て
許
可
を
し
な
い
こ
と
が
合
理

的
か
に
つ
い
て
は
、「
就
業
規
則
に
お

け
る
兼
業
制
限
規
定
の
合
理
性
」
と
し

て
、
次
の
と
お
り
判
示
さ
れ
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、「
法
律
で

兼
業
が
禁
止
さ
れ
て
い
る
公
務
員
と
異

な
り
、
私
企
業
の
労
働
者
は
一
般
的
に

は
兼
業
は
禁
止
さ
れ
て
お
ら
ず
、
そ
の

制
限
禁
止
は
就
業
規
則
等
の
具
体
的
定

め
に
よ
る
こ
と
に
な
る
が
、
労
働
者
は

労
働
契
約
を
通
じ
て
一
日
の
う
ち
一
定

の
限
ら
れ
た
時
間
の
み
、
労
務
に
服
す

る
の
を
原
則
と
し
、
就
業
時
間
外
は
本

来
労
働
者
の
自
由
で
あ
る
こ
と
か
ら
し

て
、
就
業
規
則
で
兼
業
を
全
面
禁
止
す

る
こ
と
は
、
特
別
な
場
合
を
除
き
、
合

理
性
を
欠
く
。
し
か
し
な
が
ら
、
労
働

者
が
そ
の
自
由
な
る
時
間
を
精
神
的
肉

体
的
疲
労
回
復
の
た
め
適
度
な
休
養
に

用
い
る
こ
と
は
次
の
労
働
日
に
お
け
る

誠
実
な
労
働
提
供
の
た
め
の
基
礎
的
条

件
を
な
す
も
の
で
あ
る
か
ら
、
使
用
者

と
し
て
も
労
働
者
の
自
由
な
時
間
の
利

用
に
つ
い
て
関
心
を
持
た
ざ
る
を
え
ず
、

ま
た
、
兼
業
の
内
容
に
よ
つ
て
は
企
業

の
経
営
秩
序
を
害
し
、
ま
た
は
企
業
の

対
外
的
信
用
、
対
面
が
傷
つ
け
ら
れ
る

場
合
も
あ
り
う
る
の
で
、
従
業
員
の
兼

業
の
拒
否
に
つ
い
て
、
労
務
提
供
上
の

支
障
や
企
業
秩
序
へ
の
影
響
等
を
考
慮

し
た
う
え
で
の
会
社
の
承
諾
に
か
か
ら

し
め
る
旨
の
規
定
を
就
業
規
則
に
定
め

る
こ
と
は
不
当
と
は
い
い
が
た
く
、
し

た
が
つ
て
、
同
趣
旨
の
債
務
者
就
業
規

則
第
三
一
条
四
項
の
規
定
は
合
理
性
を

有
す
る
も
の
で
あ
る
。」（
昭
五
七
・
一

一
・
一
九
東
京
地
裁
決
定
、
小
川
建
設

第
二
図

精
神
的
・
肉
体
的
疲
労
を
生
ず
る
こ
と

誠
実
勤
務
義
務
に
反
す
る
こ
と
（
二
重
就
職
）

兼
業
禁
止

の
理
由

社
内
秩
序
を
乱
し
、
生
産
性
高
揚
意
識
を
害
す
る
こ
と

兼
職
業
務
が
対
外
的
信
用
や
社
員
の
風
紀
体
面
を
害
す
る
こ
と

守
秘
義
務
・
競
業
禁
止
違
反
と
な
る
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と
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事
件
、
労
民
集
三
一
巻
六
号
九
二
頁
）

と
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
在
職

中
の
許
可
の
な
い
兼
業
禁
止
が
合
理
的

と
さ
れ
る
理
由
と
し
て
は
、
第
二
図
の

と
お
り
考
え
ら
れ
る
。

4

兼
業
禁
止
を
め
ぐ
る
判
例
の

事
例
に
つ
い
て

㈠
会
社
に
無
断
で
就
業
時
間
終
了
後
で

あ
る
午
後
六
時
か
ら
午
前
零
時
ま
で

キ
ャ
バ
レ
ー
の
会
計
係
と
し
て
二
重

就
職
を
し
た
こ
と
が
就
業
規
則
の
規

定
違
反
に
該
当
す
る
と
し
て
し
た
解

雇
が
、
有
効
で
あ
る
と
さ
れ
た
判
例

本
件
の
債
権
者
は
、
債
務
者
会
社
に

勤
務
す
る
傍
ら
、
Ｋ
県
Ｓ
市
所
在
の
キ

ャ
バ
レ
ー
「
Ｓ
ハ
リ
ウ
ツ
ド
」
に
お
い

て
、
昭
和
五
五
年
四
月
八
日
か
ら
同
年

五
月
一
五
日
ま
で
は
リ
ス
ト
係
と
し
て
、

ま
た
同
年
六
月
一
〇
日
か
ら
は
会
計
係

と
し
て
勤
務
し
た
も
の
で
、
債
権
者
の

同
キ
ャ
バ
レ
ー
で
の
勤
務
時
間
は
午
後

六
時
か
ら
午
前
零
時
ま
で
で
あ
り
、
リ

ス
ト
係
と
し
て
の
職
務
内
容
は
ホ
ス
テ

ス
、
客
の
出
入
り
の
チ
ェ
ッ
ク
で
あ
り
、

会
計
係
の
職
務
内
容
は
客
か
ら
の
飲
食

代
金
の
領
収
、
ホ
ス
テ
ス
の
指
名
料
、

ド
リ
ン
ク
料
等
の
記
帳
で
あ
っ
た
と
い

う
事
案
に
つ
い
て
、
裁
判
所
は
次
の
よ

う
に
判
示
し
た
。

「
債
務
者
就
業
規
則
第
三
一
条
四
項

の
規
定
は
、
前
述
の
と
お
り
従
業
員
が

二
重
就
職
を
す
る
に
つ
い
て
当
該
兼
業

の
職
務
内
容
が
会
社
に
対
す
る
本
来
の

労
務
提
供
に
支
障
を
与
え
る
も
の
で
は

な
い
か
等
の
判
断
を
会
社
に
委
ね
る
趣

旨
を
含
む
も
の
で
あ
る
か
ら
、
本
件
債

権
者
の
兼
業
の
職
務
内
容
の
い
か
ん
に

か
か
わ
ら
ず
、
債
権
者
が
債
務
者
に
対

し
て
兼
業
の
具
体
的
職
務
内
容
を
告
知

し
て
そ
の
承
諾
を
求
め
る
こ
と
な
く
、

無
断
で
二
重
就
職
し
た
こ
と
は
、
そ
れ

自
体
が
企
業
秩
序
を
阻
害
す
る
行
為
で

あ
り
、
債
務
者
に
対
す
る
雇
用
契
約
上

の
信
用
関
係
を
破
壊
す
る
行
為
と
評
価

さ
れ
う
る
も
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
本
件
債
権
者
の
兼
業
の
職

務
内
容
は
、
債
務
者
の
就
業
時
間
と
は

重
複
し
て
は
い
な
い
も
の
の
、
軽
労
働

と
は
い
え
毎
日
の
勤
務
時
間
は
六
時
間

に
互
り
か
つ
深
夜
に
及
ぶ
も
の
で
あ
つ

て
、
単
な
る
余
暇
利
用
の
ア
ル
バ
イ
ト

の
域
を
超
え
る
も
の
で
あ
り
、
し
た
が

つ
て
当
該
兼
業
が
債
務
者
へ
の
労
務
の

誠
実
な
提
供
に
何
ら
か
の
支
障
を
き
た

す
蓋
然
性
が
高
い
も
の
と
み
る
の
が
社

会
一
般
の
通
念
で
あ
り
、
事
前
に
債
務

者
へ
の
申
告
が
あ
つ
た
場
合
に
は
債
務

者
の
承
諾
が
得
ら
れ
る
と
は
限
ら
な
い

も
の
で
あ
つ
た
こ
と
か
ら
し
て
、
本
件

債
権
者
の
無
断
二
重
就
職
行
為
は
不
問

に
付
し
て
然
る
べ
き
も
の
と
は
認
め
ら

れ
な
い
。

更
に
、
審
尋
の
結
果
お
よ
び
本
件
疎

明
資
料
に
よ
れ
ば
、
債
権
者
に
は
、
本

件
二
重
就
職
の
影
響
に
よ
る
も
の
か
否

か
は
明
か
で
は
な
い
が
、
就
業
時
間
中

居
眠
り
が
多
く
、
残
業
を
嫌
忌
す
る
等

の
就
業
態
度
が
み
ら
れ
、
ま
た
、
本
件

解
雇
後
の
事
情
で
は
あ
る
が
、
債
権
者

は
、
債
務
者
採
用
面
接
に
際
し
て
債
務

者
に
提
出
し
た
履
歴
書
中
に
は
『
ク
ラ

ブ
Ａ
』
や
『
Ｂ
観
光
株
式
会
社
』
等
水

商
売
関
係
へ
の
勤
務
経
歴
を
脱
漏
さ
せ

て
い
た
節
が
み
ら
れ
る
こ
と
や
、
本
人

尋
問
に
お
い
て
、
後
の
供
述
で
訂
正
は

し
た
も
の
の
、
債
務
者
に
雇
用
さ
れ
て

い
る
事
実
を
隠
蔽
す
る
供
述
を
し
た
こ

と
な
ど
が
債
務
者
に
対
す
る
信
用
を
一

層
失
わ
し
め
る
こ
と
と
な
つ
た
こ
と
が

そ
れ
ぞ
れ
認
め
ら
れ
る
」（
前
掲
小
川

建
設
事
件
、
東
京
地
裁
決
定
）
と
さ
れ

て
い
る
。

「
行
政
指
導
」
と
は
、
行
政
機
関
が
そ
の

任
務
又
は
所
掌
事
務
の
範
囲
内
に
お
い
て
一

定
の
行
政
目
的
を
実
現
す
る
た
め
、
特
定
の

者
に
一
定
の
作
為
又
は
不
作
為
を
求
め
る
も

の
で
、
法
律
上
の
強
制
力
を
伴
わ
な
い
事
実

行
為
を
い
う
。
そ
れ
は
、
指
導
、
勧
告
、
助

言
等
の
行
為
を
総
称
す
る
。

例
え
ば
、
労
働
者
派
遣
法
第
四
八
条
は
、

「
厚
生
労
働
大
臣
は
、
こ
の
法
律
の
施
行
に

関
し
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
労
働

者
派
遣
を
す
る
事
業
者
及
び
労
働
者
派
遣
の

役
務
の
提
供
を
受
け
る
者
に
対
し
、
労
働
者

派
遣
事
業
の
適
正
な
運
営
又
は
適
正
な
派
遣

就
業
を
確
保
す
る
た
め
に

必
要
な
指
導
及
び
助
言
を

す
る
こ
と
が
で
き
る
。」

（
第
一
項
）、
さ
ら
に
勧
告

（
第
二
項
）が
そ
う
で
あ
る
。

行
政
指
導
は
、
行
政
処

分
で
は
な
い
の
で
、
間
違

っ
た
行
政
指
導
を
受
け
た
と
し
て
も
無
効
等

を
主
張
し
て
争
う
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
い

わ
ば
、
行
政
機
関
の
「
切
り
捨
て
御
免
」
的

な
も
の
に
な
っ
て
お
り
、
一
方
、
行
政
指
導

の
事
実
上
の
影
響
は
大
き
く
、
こ
の
こ
と
が

企
業
社
会
で
は
問
題
と
な
っ
て
い
た
。

今
回
、
行
政
手
続
法
の
改
正
に
よ
り
「
行

政
指
導
の
中
止
等
を
求
め
」
る
制
度
が
立
法

化
さ
れ
、
本
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
さ
れ
た
。

す
な
わ
ち
、「
法
令
に
違
反
す
る
行
為
の
是

正
を
求
め
る
行
政
指
導
（
そ
の
根
拠
と
な
る

規
定
が
法
律
に
置
か
れ
て
い
る
も
の
に
限

る
。）
の
相
手
方
は
、
当
該
行
政
指
導
が
当

該
法
律
に
規
定
す
る
要
件
に
適
合
し
な
い
と

思
料
す
る
と
き
は
、
当
該
行
政
指
導
を
し
た

行
政
機
関
に
対
し
、
そ
の
旨
を
申
し
出
て
、

当
該
行
政
指
導
の
中
止
そ
の
他
必
要
な
措
置

を
と
る
こ
と
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
た

だ
し
、
当
該
行
政
指
導
が
そ
の
相
手
方
に
つ

い
て
弁
明
そ
の
他
意
見
陳
述
の
た
め
の
手
続

を
経
て
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
き
は
、
こ
の

限
り
で
は
な
い
。」（
三
六
条
の
二
）
と
の
定

め
が
そ
れ
で
あ
る
。

こ
れ
に
つ
い
て
は
、「
行
政
指
導
の
相
手

方
に
大
き
な
事
実
上
の
不
利
益
が
生
ず
る
お

そ
れ
が
あ
る
こ
と
に
鑑
み
、
相
手
方
か
ら
の

申
出
を
端
緒
と
し
て
、
当
該
行
政
指
導
を
し

た
行
政
機
関
が
改
め
て
調
査
を
行
い
、
行
政

指
導
が
そ
の
要
件
を
定
め
た
法
律
の
規
定
に

違
反
す
る
場
合
に
は
、
そ
の
中
止
そ
の
他
必

要
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
と
す
る
こ
と
に
よ

り
、
行
政
運
営
に
お
け
る
公
正
の
確
保
と
透

明
性
の
向
上
を
図
り
、
も
っ
て
当
該
行
政
指

導
の
相
手
方
の
権
利
利
益
の
保
護
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
る
。」（
平
二
六

年
一
一
月
二
八
日
総
務
省
行
政
管
理
局
長
通

達
）
と
さ
れ
て
い
る
。

中
止
等
を
求
め
る
対
象
と
な
る
行
政
指
導

は
、「
そ
の
根
拠
と
な
る
規
定
が
法
律
に
置

か
れ
て
い
る
も
の
に
限
る
。」
と
さ
れ
て
お

り
、
そ
の
対
象
と
な
る
行
政
指
導
が
問
題
と

な
る
。

そ
こ
で
、
労
働
局
関
係
の
行
政
指
導
に
つ

い
て
は
、
労
働
者
派
遣
法
違
反
（
四
八
条
）

や
男
女
雇
用
機
会
均
等
法
違
反
（
二
九
条
）、

育
児
・
介
護
休
業
法
違
反
（
五
六
条
）
に
対

す
る
行
政
指
導
が
該
当
す
る
こ
と
は
明
か
で

あ
る
。

問
題
は
、
労
基
監
督
官
の
是
正
勧
告
や
指

導
票
に
基
づ
く
行
政
指
導
で
あ
り
、
み
な
し

労
働
、
管
理
監
督
者
等
企
業
と
の
ト
ラ
ブ
ル

が
多
い
。
こ
れ
が
中
止
等
請
求
に
該
当
す
る

の
か
と
の
問
題
が
あ
り
、
対
象
と
な
ら
な
い

と
の
見
解
も
あ
る
。
こ
の
点
は
、
今
後
の
当

局
の
見
解
を
待
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

労
基
局
指
導
へ
の

中
止
等
の
請
求

弁
護
士

安
西

�
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平
成
27
年
度

産
業
労
働
部
主
要
施
策

地
方
が
競
い
合
っ
て
産
業
振
興
・
雇
用
創

出
の
た
め
の
施
策
を
展
開
す
る
「
通
商
産
業

政
策
の
地
方
分
権
化
」
の
取
組
を
更
に
強
化

す
る
。

ナ
ノ
カ
ー
ボ
ン
や
蓄
電
池
な
ど
の
産
業
を

育
成
し
集
積
さ
せ
る
先

端
産
業
創
造
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
更
に
加
速
し
、

新
た
な
産
業
が
新
た
な

雇
用
や
生
産
、
消
費
を

生
み
出
す
仕
組
み
を
構

築
し
て
い
く
。

県
内
企
業
の
海
外
展

開
支
援
で
は
、
ア
セ
ア

ン
な
ど
新
興
国
へ
の
ビ

ジ
ネ
ス
展
開
や
展
示
会

出
展
に
よ
る
成
長
産
業

分
野
の
販
路
開
拓
を
支

援
す
る
。

埼
玉
版
ウ
ー
マ
ノ
ミ

ク
ス
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

推
進
で
は
、
女
性
の
活

躍
す
る
フ
ィ
ー
ル
ド
を

拡
大
す
る
た
め
の
支
援

を
行
う
ほ
か
、
女
性
キ

ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
子
育
て
期
の
女

性
が
働
き
や
す
い
「
在
宅
ワ
ー
ク
」
を
普
及

す
る
。

中
小
企
業
の
経
営
革
新
を
一
層
促
進
す
る

た
め
、
企
業
に
と
っ
て
身
近
な
商
工
会
議
所
、

商
工
会
が
、
経
営
革
新
計
画
の
策
定
支
援
か

ら
計
画
実
行
支
援
ま
で
一
貫
し
て
行
え
る
仕

組
み
を
構
築
す
る
。
ま
た
、
経
営
革
新
に
積

極
的
に
取
り
組
む
中
小
企
業
を
資
金
面
か
ら

支
援
す
る
「
経
営
革
新
計
画
促
進
融
資
」
を

創
設
す
る
。

商
業
・
サ
ー
ビ
ス
産
業
の
振
興
で
は
、
黒

お
び
商
店
街
の
活
力
向
上
に
寄
与
す
る
取
組

や
街
バ
ル
等
の
集
客
イ
ベ
ン
ト
を
通
し
た
商

店
街
の
活
性
化
、
健
康
関
連
サ
ー
ビ
ス
産
業

の
振
興
の
た
め
の
調
査
を
行
う
。

観
光
で
は
、
東
京
五
輪
開
催
を
契
機
に
海

外
向
け
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
す
る
と

と
も
に
、
在
住
外
国
人
に
よ
る
「LOVE

・

SA
ITA
M
A

・
サ
ポ
ー
タ
ー
」
制
度
の
創

設
な
ど
外
国
人
観
光
客
受
入
体
制
を
強
化
す

る
。雇

用
面
で
は
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
特
区
を
活

用
し
、
若
者
や
女
性
、
中
高
年
向
け
に
就
職

相
談
か
ら
職
業
紹
介
ま
で
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で

支
援
す
る
。
ま
た
、
経
済
団
体
や
大
学
と
連

携
し
た
合
同
面
接
会
な
ど
、
学
生
と
県
内
中

小
企
業
の
マ
ッ
チ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
を
切
れ
目

な
く
実
施
す
る
。

主
な
新
規
事
業
及
び
重
要
施
策

（

）
内
は
平
成
27
年
度
の
予
算
額

（
単
位
�
千
円
）

1

次
世
代
産
業
・
先
端
産
業
の
支
援

①
先
端
産
業
創
造
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
推
進

（
1，
8
4
2，
7
1
7
）

先
端
的
な
研
究
成
果
と
企
業
の
優
れ
た

技
術
を
融
合
さ
せ
て
実
用
化
・
製
品
化
開

発
を
促
進
し
、
県
内
に
付
加
価
値
の
高
い

先
端
産
業
を
育
成
・
集
積
、「
ナ
ノ
カ
ー

ボ
ン
」「
医
療
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
」「
ロ
ボ

ッ
ト
」「
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
」「
航
空・宇
宙
」を

重
点
5
分
野
に
位
置
づ
け
取
組
を
加
速
化

2

県
内
企
業
の
海
外
展
開
支
援

①
中
小
企
業
の
海
外
ビ
ジ
ネ
ス
展
開
支
援

（
1
8
3，
6
0
1
）

ア
セ
ア
ン
マ
ー
ケ
ッ
ト
参
入
支
援
の
た

め
の
現
地
進
出
県
内
企
業
等
に
よ
る
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
充
実
・
強
化
及
び
ビ
ジ
ネ
ス

マ
ッ
チ
ン
グ
の
推
進
、
米
国
医
療
機
器
市

場
へ
の
参
入
支
援
、
自
動
車
部
品
や
ブ
ラ

ン
ド
食
品
な
ど
成
長
産
業
分
野
の
海
外
販

路
開
拓
支
援
等

3

女
性
が
い
き
い
き
と
輝
く
社
会
の
構
築

（
埼
玉
版
ウ
ー
マ
ノ
ミ
ク
ス
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
推
進
）

①
女
性
の
活
躍
す
る
フ
ィ
ー
ル
ド
拡
大
事

業

（
2
2，
3
7
9
）

地
域
の
経
済
団
体
や
業
界
団
体
等
と
連

携
し
て
女
性
活
躍
推
進
の
取
組
を
支
援
、

女
性
の
就
業
者
が
少
な
い
業
種
等
で
働
く

女
性
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
を
支
援

②
企
業
内
保
育
所
設
置
等
促
進
事
業

（
1
2
2，
1
2
5
）

企
業
内
保
育
所
の
整
備
費
（
20
施
設
）

や
共
同
利
用
型
企
業
内
保
育
所
の
運
営
費

に
対
す
る
補
助

③
在
宅
ワ
ー
ク
マ
ッ
チ
ン
グ
支
援
事
業

（
3
7，
0
8
5
）

子
育
て
期
の
女
性
が
働
き
や
す
い
「
在

宅
ワ
ー
ク
」
を
普
及
す
る
た
め
、
企
業
向

け
の
活
用
セ
ミ
ナ
ー
や
マ
ッ
チ
ン
グ
交
流

会
等
を
実
施

④
輝
く
女
性
応
援
事
業
（
1
0，
0
1
9
）

ウ
ー
マ
ノ
ミ
ク
ス
の
趣
旨
に
賛
同
す
る

企
業
・
団
体
・
個
人
が
「
輝
く
女
性
応
援

団
」
と
し
て
、
個
々
の
活
動
を
通
じ
た
情

報
発
信
を
行
う
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
ウ
ー

マ
ノ
ミ
ク
ス
の
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
を
加
速

4

が
ん
ば
る
中
小
企
業
の
支
援

①
小
規
模
事
業
経
営
支
援
推
進
費

（
2，
9
0
8，
2
2
4
）

商
工
会
議
所
・
商
工
会
が
行
う
小
規
模

事
業
者
に
対
す
る
経
営
改
善
普
及
事
業
へ

の
助
成
、
商
工
会
議
所
・
商
工
会
の
連
携

体
制
を
地
域
単
位
で
よ
り
強
化
し
、
事
業

者
の
経
営
相
談
へ
の
き
め
細
か
な
対
応
や

地
域
経
済
振
興
事
業
の
実
施
な
ど
を
通
じ

て
小
規
模
事
業
者
を
支
援

②
中
小
企
業
経
営
力
向
上
事
業

（
3
7，
6
5
8
）

身
近
な
商
工
会
議
所
・
商
工
会
が
、
経

営
革
新
計
画
の
策
定
か
ら
実
行
ま
で
、
中

小
企
業
の
経
営
革
新
支
援
を
一
貫
し
て
行

え
る
仕
組
み
を
構
築

③
中
小
企
業
制
度
融
資
事
業
費

（
2，
3
8
9，
3
9
3
）

経
営
革
新
に
積
極
的
に
取
り
組
む
中
小

企
業
を
資
金
面
か
ら
支
援
す
る
「
経
営
革

新
計
画
促
進
融
資
」（
融
資
枠
50
億
円
）

を
創
設
、
事
業
資
金
の
融
資
枠
を
拡
大
し

中
小
企
業
の
資
金
繰
り
を
支
援

④
地
域
商
業
の
強
化

（
6
2，
0
4
5
）

「
黒
お
び
商
店
街
」
の
活
力
向
上
の
た

め
の
取
組
や
「
全
県
一
斉
商
店
街
ま
つ

り
」
等
の
集
客
イ
ベ
ン
ト
に
対
す
る
支
援
、

空
き
店
舗
情
報
サ
イ
ト
の
構
築
に
よ
る
商

店
街
へ
の
出
店
促
進

5

産
業
集
積
の
推
進

①
企
業
誘
致
の
推
進（1，

6
8
7，
2
7
0
）

市
町
村
と
連
携
し
た
企
業
立
地
の
促
進

及
び
立
地
企
業
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
の
強

化
、
関
西
地
区
企
業
と
の
交
流
会
の
開
催
、

企
業
の
立
地
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
た
産
業
用

地
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
、
県
内
に
立
地
す
る

企
業
に
対
す
る
不
動
産
取
得
税
相
当
額
の

助
成
等

6

魅
力
あ
る
観
光
の
推
進

①
外
国
人
観
光
客
1
0
0
万
人
誘
致
促
進

事
業

（
3
3，
6
1
1
）

東
京
五
輪
開
催
決
定
を
契
機
に
、
ア
ニ

メ
キ
ャ
ラ
を
活
用
し
た
観
光
Ｐ
Ｒ
や
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
の
設
置
等
に
よ
る
強
力

な
海
外
向
け
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
、

在
住
外
国
人
に
よ
る
「LOVE

・SA
IT

A
M
A

・
サ
ポ
ー
タ
ー
」
制
度
の
創
設
や

「
お
も
て
な
し
通
訳
案
内
士
」
の
認
定
に

よ
り
、
外
国
人
観
光
客
受
入
体
制
を
強
化

②
「
新
幹
線
・
圏
央
道
開
通
記
念
」
よ
う

こ
そ
埼
玉
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
事
業

（
9，
2
7
1
）

北
陸
・
北
海
道
新
幹
線
の
開
業
及
び
圏

央
道
茨
城
方
面
の
開
通
を
契
機
に
、
各
方

面
か
ら
の
観
光
客
を
呼
び
込
む
た
め
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
を
実
施

③
県
産
品
の
販
売
拡
大
と
ブ
ラ
ン
ド
化

（
2
0，
6
6
0
）

豪
州
へ
の
販
売
拡
大
を
図
る
た
め
、
現

地
の
バ
イ
ヤ
ー
を
招
い
て
の
県
内
事
業
者

と
の
商
談
会
や
現
地
に
お
け
る
販
売
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
、
埼
玉
県
物
産
観
光

協
会
の
会
員
拡
大
及
び
新
商
品
の
企
画
・

開
発
・
販
売
の
促
進
、
オ
ン
ラ
イ
ン
ア
ン

テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
の
販
売
強
化

7

雇
用
の
安
心

①
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
特
区
の
推
進
と
身
近
な

就
職
相
談
の
拡
大
（
2
2
6，
5
5
9
）

「
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
浦
和・就
業
支
援
サ
テ

ラ
イ
ト
」で
若
者・女
性
・
中
高
年
者
向
け

に
就
職
相
談
か
ら
職
業
紹
介
ま
で
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
で
支
援
、
就
職
相
談
窓
口
の
な
い

市
町
村
に
お
い
て
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
求
人
情

報
を
活
用
し
た
相
談
窓
口
の
開
設
を
支
援

②
若
者
正
規
雇
用
化
拡
大
事
業

（
2
7
7，
7
0
4
）

経
済
団
体
や
大
学
と
連
携
し
た
学
生
と

県
内
中
小
企
業
の
マ
ッ
チ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
、

自
力
で
の
正
規
就
労
が
困
難
な
若
者
2
0

0
人
を
対
象
に
ビ
ジ
ネ
ス
基
礎
研
修
と
職

場
体
験
を
組
み
合
わ
せ
た
支
援
を
実
施

③
障
害
者
就
労
支
援
の
強
化

（
1
4
3，
1
1
7
）

障
害
者
雇
用
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
に
よ

産業労働部一般会計予算 ＊県の一般会計予算に占める部の事業予算の割合
伸び率
△25．2％
―

平成26年度
29，314，674千円

1．7％

平成27年度
21，935，228千円

1．2％

区 分
予算総額

一般会計構成比＊

埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼
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県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県

かかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかか
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「
埼
玉
県
雇
用
創
出
基
礎

調
査
」
の
結
果
に
つ
い
て

る
企
業
へ
の
雇
用
方
法
の
提
案
か
ら
採
用

ま
で
の
支
援
、
精
神
保
健
福
祉
士
と
精
神

障
害
者
雇
用
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
チ
ー
ム
に

よ
る
受
入
企
業
の
開
拓
と
就
業
環
境
の
整

備
、
障
害
者
雇
用
開
拓
員
に
よ
る
企
業
へ

の
雇
用
の
要
請

④
職
業
訓
練
の
推
進（2，

3
9
6，
9
3
3
）

新
規
学
卒
者
・
求
職
者
を
対
象
と
す
る

職
業
訓
練
及
び
在
職
者
を
対
象
と
す
る
技

能
講
習
を
実
施
し
、
も
の
づ
く
り
分
野
や

介
護
分
野
、
環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
分
野
な

ど
時
代
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
人
材
を
育

成⑤
労
働
環
境
の
整
備

（
7
9，
0
6
8
）

若
者
の
使
い
捨
て
が
疑
わ
れ
る
企
業
等

に
対
応
し
た
労
働
相
談
の
充
実
、
介
護
離

職
の
防
止
や
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
支
援
の
た

め
の
勤
労
者
向
け
制
度
融
資
を
創
設

8

時
代
に
応
え
未
来
を
拓
く
人
材
育
成

①
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
の
育
成

（
1
6，
3
9
4
）

県
内
中
小
企
業
に
対
し
若
手
社
員
の
海

外
企
業
等
へ
の
派
遣
研
修
費
用
を
助
成
、

県
内
企
業
の
海
外
拠
点
で
の
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
に
要
す
る
費
用
を
助
成

�
問
い
合
わ
せ
先

県
産
業
労
働
政
策
課

（
0
4
8
―
8
3
0
―
3
7
1
5
）

―
県
内
の
中
小
企
業
の
60
・
8
％
で
従
業
員

が
不
足
し
、
今
後
、
54
・
1
％
の
企
業
で
従

業
員
を
増
や
す
意
向
―

県
で
は
、
埼
玉
県
内
の
雇
用
の
実
態
や
動

向
を
把
握
す
る
と
と
も
に
、
経
営
動
向
と
関

連
付
け
た
分
析
を
行
う
「
埼
玉
県
雇
用
創
出

基
礎
調
査
」
を
実
施
し
ま
し
た
。
こ
の
調
査

は
、
県
内
の
雇
用
創
出
に
つ
な
が
る
施
策
検

討
の
基
礎
資
料
と
す
る
た
め
行
っ
た
も
の
で

す
。

�
調
査
結
果
の
ポ
イ
ン
ト

・
従
業
員
の
過
不
足
感
、
今
後
の
採
用
意
向

県
内
中
小
企
業
の
60
・
8
％
で
従
業
員
が

不
足
し
て
お
り
、
今
後
54
・
1
％
の
企
業
で

従
業
員
を
増
や
す
意
向
で
あ
る
。

・
企
業
が
従
業
員
に
求
め
る
知
識
・
技
能

企
業
は
、
マ
ナ
ー
や
基
礎
的
な
資
格
を
重

視
し
て
従
業
員
を
募
集
し
、
採
用
後
に
業
務

に
必
要
な
知
識
・
技
能
を
習
得
さ
せ
る
傾
向

に
あ
る
。

・
新
分
野
へ
の
参
入
、
事
業
の
海
外
展
開
な

ど
に
よ
る
雇
用
へ
の
影
響

新
分
野
へ
の
参
入
、
新
商
品
の
開
発
、
事

業
の
海
外
展
開
な
ど
の
取
組
は
、
県
内
の
雇

用
の
創
出
に
プ
ラ
ス
の
影
響
が
あ
る
。

・
県
に
求
め
る
支
援
策

人
材
の
質
・
量
の
両
面
で
課
題
を
感
じ
て

い
る
企
業
が
多
く
、
人
材
の
確
保
、
人
材
育

成
で
の
支
援
を
求
め
る
割
合
が
高
い
。

�
調
査
の
概
要

1

調
査
対
象
企
業

県
内
の
中
小
企
業
2，
5
0
0
社

①
地
域
�
埼
玉
県
内
（
本
社
所
在
地
）

②
従
業
員
数
�
30
〜
2
9
9
人

③
業
種
（
大
分
類
）
�
建
設
業
、
製
造
業
、

電
気
・
ガ
ス
・
熱
供
給
・
水
道
業
、
運

輸
・
郵
便
業
、
卸
売
・
小
売
業
、
宿
泊

業
・
飲
食
サ
ー
ビ
ス
業
、
生
活
関
連
サ

ー
ビ
ス
業
、
医
療
・
福
祉

2

調
査
対
象
件
数
・
回
答
件
数

①
調
査
対
象
件
数
�
2，
5
0
0
件

②
回
答
件
数
�

8
7
2
件
（
回
収
率
�
34
・
9
％
）

3

主
な
調
査
項
目

・
従
業
員
の
過
不
足
状
況
、
採
用
意
向

・
募
集
に
あ
た
っ
て
求
め
る
知
識
、
従
業
員

に
身
に
付
け
さ
せ
た
い
知
識
等

・
従
業
員
の
募
集
方
法

・
女
性
社
員
に
期
待
す
る
能
力

・
新
た
な
事
業
展
開
と
県
内
雇
用
に
与
え
る

影
響

・
県
内
中
小
企
業
の
海
外
展
開
と
県
内
雇
用

に
与
え
る
影
響

・
事
業
運
営
上
の
課
題
、
県
に
求
め
る
支
援

策
4

調
査
方
法

郵
送
形
式
に
よ
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
及
び

ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査

5

調
査
期
間

平
成
26
年
8
月
22
日
〜
12
月
15
日

6

実
施
主
体

埼
玉
県

（
委
託
先

㈱
東
京
商
工
リ
サ
ー
チ
）

※
報
告
書
は
、
県
勤
労
者
福
祉
課
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

（
参
考
�
調
査
結
果
の
主
な
特
徴
）

・
県
内
中
小
企
業
の
60
・
8
％
が
従
業
員
不

足
、
今
後
54
・
1
％
の
企
業
で
従
業
員
を

増
や
す
意
向

県
内
の
中
小
企
業
の
60
・
8
％
が
従
業
員

不
足
と
な
っ
て
い
る
。
特
に
、「
建
設
業
」「
運

輸
業
・
郵
便
業
」
で
の
不
足
が
目
立
つ
。

県
内
の
中
小
企
業
の
54
・
1
％
は
、
今
後
、

従
業
員
を
増
や
す
意
向
で
あ
る
。

特
に
、「
建
設
業
」「
医
療
・
福
祉
」「
運

輸
業
・
郵
便
業
」
で
は
そ
の
意
向
が
強
い
。

・
企
業
は
、
マ
ナ
ー
や
基
礎
的
な
資
格
を
重

視
し
て
従
業
員
を
募
集
し
、
採
用
後
に
業

務
に
必
要
な
知
識
・
技
能
を
習
得
さ
せ
る

傾
向

従
業
員
が
不
足
し
て
い
る
県
内
中
小
企
業

が
、
募
集
時
に
従
業
員
に
求
め
る
知
識
等
と

し
て
は
「
マ
ナ
ー
・
接
遇
」
が
70
・
7
％
、

「
技
術
・
技
能
系
の
資
格
」
が
64
・
3
％
と

集
中
し
た
。

県
内
中
小
企
業
が
人
材
育
成
で
従
業
員
に

身
に
付
け
さ
せ
た
い
も
の
と
し
て
は
、「
基
本

的
な
知
識
・
技
術
」
が
76
・
1
％
で
最
も
多

く
、
次
い
で
「
専
門
的
な
知
識
・
技
術
の
ベ

テ
ラ
ン
か
ら
若
手
へ
の
継
承
」
が
73
・
9
％
、

「
組
織
管
理
な
ど
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
能
力
」
が

43
・
3
％
の
順
と
な
っ
た
。

県
内
中
小
企
業
は
、
従
業
員
の
募
集
に
際

し
、
基
本
的
な
マ
ナ
ー
や
基
礎
的
な
資
格
を

重
視
し
て
い
る
。
ま
た
、
採
用
後
は
人
材
育

成
を
通
じ
、
業
務
に
必
要
な
基
本
か
ら
専
門

に
至
る
ま
で
の
知
識
・
技
能
を
習
得
さ
せ
た

い
と
考
え
て
い
る
。

・
7
〜
8
割
の
企
業
は
、
新
卒
採
用
、
中
途

採
用
と
も
「
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
等
へ
の
求
人

登
録
」
を
利
用
し
て
従
業
員
を
募
集

新
卒
正
社
員
の
募
集
は
「
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

等
へ
の
求
人
登
録
」
が
70
・
6
％
と
最
も
高

く
、次
い
で「
自
社
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
活
用
」

が
30
・
3
％
、「
民
間
求
人
会
社
へ
の
登
録
」

が
29
・
6
％
の
順
と
な
っ
た
。

正
社
員
を
中
途
採
用
す
る
場
合
、「
ハ
ロ

ー
ワ
ー
ク
等
へ
の
求
人
登
録
」
が
84
・
2
％

で
最
も
高
く
、
次
い
で
「
民
間
求
人
会
社
へ

の
登
録
」
が
52
・
6
％
、「
自
社
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
の
活
用
」
が
29
・
8
％
の
順
と
な
っ
た
。

・
女
性
社
員
に
「
人
事
、
総
務
、
経
理
な
ど

の
能
力
」
や
「
営
業
・
販
売
・
サ
ー
ビ
ス

能
力
」
を
期
待

女
性
社
員
に
期
待
す
る
能
力
は
「
人
事
、

総
務
、
経
理
な
ど
の
能
力
」
が
49
・
8
％
で

最
も
多
く
、
次
い
で
「
営
業
・
販
売
・
サ
ー

ビ
ス
能
力
」
が
42
・
4
％
、「
情
報
処
理
能

力
」
が
29
・
2
％
の
順
と
な
っ
た
。

業
種
に
よ
っ
て
期
待
す
る
能
力
に
違
い
が

あ
り
、「
製
造
業
」
で
は
「
研
究
・
開
発
・

設
計
能
力
」「
商
品
開
発
力
」、「
卸
売
・
小

売
業
」
で
は
「
営
業
・
販
売
・
サ
ー
ビ
ス
能

力
」「
販
売
企
画
力
」、「
サ
ー
ビ
ス
業
」
で

は
「
営
業
・
販
売
・
サ
ー
ビ
ス
能
力
」「
広

報
・
Ｐ
Ｒ
能
力
」
が
高
い
。

・
新
分
野
へ
の
参
入
、
新
商
品
の
開
発
な
ど

へ
の
取
組
は
県
内
の
雇
用
に
プ
ラ
ス
の
影

響回
答
企
業
の
約
2
割
（
1
7
1
社
）
は
新

た
な
事
業
展
開
（
新
分
野
へ
の
参
入
、
新
商

品
の
開
発
等
）
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

新
た
な
事
業
展
開
を
支
え
る
人
材
の
確
保

方
法
は
、「
社
内
の
配
置
転
換
」
が
55
・
7

％
、「
中
途
採
用
」
が
54
・
5
％
、「
社
内
人

材
の
育
成
」
が
52
・
1
％
、「
新
卒
者
の
採

用
」
が
32
・
9
％
の
順
と
な
っ
た
。
事
業
展

開
を
担
う
人
材
は
社
内
人
材
の
活
用
の
ほ
か
、

中
途
採
用
や
新
卒
者
の
採
用
も
行
わ
れ
て
お

り
、
新
た
な
事
業
展
開
へ
の
取
組
は
県
内
の

雇
用
に
プ
ラ
ス
の
影
響
を
与
え
て
い
る
。

・
事
業
の
海
外
展
開
は
県
内
の
雇
用
に

プ

ラ
ス
の
影
響

回
答
企
業
の
約
1
割
（
85
社
）
が
海
外
展

開
に
既
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
展
開
先
と
し

て
は
「
中
国
」
が
57
・
6
％
で
最
も
多
く
、

次
い
で
「
タ
イ
」
が
31
・
8
％
、「
米
国
」

が
22
・
4
％
の
順
と
な
っ
た
。
以
降
「
ベ
ト

ナ
ム
」、「
台
湾
」、「
韓
国
」が
そ
れ
ぞ
れ
21
・

2
％
と
ア
ジ
ア
地
域
が
多
い
。

海
外
展
開
で
県
内
の
雇
用
が
「
増
加
し

た
」
が
15
・
3
％
、「
減
少
し
た
」
が
7
・

1
％
、「
変
化
な
し
」
が
77
・
6
％
と
な
り
、

海
外
展
開
が
県
内
の
雇
用
に
プ
ラ
ス
の
影
響

を
及
ぼ
し
て
い
る
。

・
県
内
中
小
企
業
が
県
に
求
め
る
支
援
策
は
、

人
材
の
確
保
、
人
材
育
成
、
資
金
面
で
の

支
援

事
業
運
営
上
の
課
題
と
し
て
は
、「
人
材

不
足
（
質
の
不
足
）」
が
64
・
0
％
、「
労
働

力
不
足
（
量
の
不
足
）」
が
40
・
6
％
、「
販

路
開
拓
」
が
25
・
6
％
の
順
と
な
っ
た
。

人
材
の
質
・
量
の
両
面
で
課
題
を
感
じ
て

い
る
企
業
が
多
く
、
県
に
求
め
る
支
援
策
と

し
て
は
、「
人
材
の
確
保
の
支
援
」
が
52
・

3
％
、「
人
材
育
成
の
支
援
」
が
40
・
7
％
、

「
資
金
面
で
の
支
援
」
が
36
・
0
％
の
順
と

な
っ
た
。

�
問
い
合
わ
せ
先

県
勤
労
者
福
祉
課

（
0
4
8
―
8
3
0
―
4
5
1
7
）
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四
月
二
日
〜
五
月
一
三
日

◆
四
・
二

新
入
社
員
研
修
（
ソ
ニ
ッ

ク
シ
テ
ィ
）

◆
四
・
八

第
一
回
介
護
ビ
ジ
ネ
ス
研

究
会
（
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
四
・
一
三

理
事
会
・
幹
事
会
（
パ

レ
ス
ホ
テ
ル
大
宮
）

◆
四
・
一
五

第
一
回
特
別
セ
ミ
ナ
ー

（
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
四
・
二
〇

第
二
回
特
別
セ
ミ
ナ
ー

（
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
四
・
二
四

埼
玉
県
産
業
労
働
部
主

要
施
策
説
明
会（
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
五
・
一
三

平
成
二
七
年
度
定
時
総

会
（
パ
レ
ス
ホ
テ
ル
大
宮
）

★
第
一
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

日
時

五
月
一
八
日
㈪
一
四
時
〜
一
六

時

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ

内
容

中
堅
企
業

成
長
の
秘
訣

講
師

慶
応
義
塾
大
学
大
学
院
経
営
管

理
研
究
科
教
授

磯
辺
剛
彦
氏

★
第
二
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

日
時

五
月
二
五
日
㈪
一
四
時
〜
一
六

時

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ

内
容

稲
盛
経
営
の
神
髄
〜
人
を
動
か

す
哲
学
と
は

講
師

岡
山
商
科
大
学
経
営
学
部
教

授
・
神
戸
大
学
経
済
経
営
研
究

所
リ
サ
ー
チ
フ
ェ
ロ
ー

長
田

貴
仁
氏

★
第
三
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

日
時

六
月
二
日
㈫
一
四
時
〜
一
六
時

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ

内
容

不
祥
事
は
誰
が
起
こ
す
の
か
〜

多
く
の
事
例
を
踏
ま
え
不
祥
事

の
仕
組
み
と
予
防
策
を
徹
底
解

剖
〜

講
師

大
分
県
立
芸
術
文
化
短
期
大
学

教
授

植
村
修
一
氏

★
第
四
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

日
時

六
月
一
五
日
㈪
一
四
時
〜
一
六

時

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ

▼
今
年
の
新
入
社
員
の
特
徴
と
タ
イ
プ
は

「
消
せ
る
ボ
ー
ル
ペ
ン
型
」
と
日
本
生
産
性

本
部
（
社
会
経
済
生
産
性
本
部
）
か
ら
発
表

さ
れ
た
。

そ
の
意
味
は
、『
見
か
け
は
あ
り

き
た
り
な
ボ
ー
ル
ペ
ン
だ
が
、
そ
の

機
能
は
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
。
み

か
け
だ
け
で
判
断
し
て
、
書
き
直
し

が
で
き
る
機
能
（
変
化
に
対
応
で
き

る
柔
軟
性
）
を
活
用
し
な
け
れ
ば
も

っ
た
い
な
い
。
た
だ
、
注
意
も
必
要
。

不
用
意
に
熱
を
入
れ
る
（
熱
血
指
導

す
る
）
と
、
色
（
個
性
）
が
消
え
て

し
ま
っ
た
り
、
使
い
勝
手
の
良
さ
か

ら
酷
使
し
す
ぎ
る
と
、
イ
ン
ク
が
切

れ
て
し
ま
う
（
早
期
に
離
職
し
て
し

ま
う
）
危
険
性
も
は
ら
ん
で
い
る
』

と
。学

校
を
卒
業
し
社
会
人（
企
業
人
）

と
し
て
こ
れ
か
ら
独
り
立
ち（
自
立
）

し
て
い
く
事
は
、
長
い
人
生
で
の
大

き
な
過
渡
期
（
岐
路
）
を
迎
え
る
こ

と
に
な
る
が
、『
お
金
を
稼
ぐ
（
貰

う
）
意
味
を
真
剣
に
考
え
て
み
る
必
要
性
』

を
感
じ
て
い
る
。
最
近
は
思
考
力
の
低
下
が

随
所
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
果
た
し

て
こ
の
よ
う
な
事
で
良
い
の
か
と
思
う
よ
う

な
こ
と
を
平
気
で
行
う
者
が
実
に
多
い
と
い

う
こ
と
だ
。
お
金
を
稼
ぐ
こ
と
は「
社
会
人
・

企
業
人
と
し
て
の
権
利
と
義
務
の
履
行
」
に

も
関
連
し
て
く
る
。
そ
し
て
、
相
手
の
話
を

聴
く
力
、
見
る
力
、
考
え
る
力
（
思
考
力
）、

伝
え
る
力
な
ど
基
本
的
要
素
を
是
非
と
も
十

分
身
に
付
け
て
欲
し
い
と
願
っ
て
い
る
。

▼
併
せ
て
、
新
入
社
員
へ
の
期
待
と
し
て
思

い
付
く
ま
ま
に
幾
つ
か
記
し
て
み
よ
う
。
①

人
間
は
忘
れ
る
動
物
で
あ
る
（
�
メ
モ
の
重

要
さ
。
た
だ
し
、
そ
れ
以
上
に
聴
く
大
切
さ

を
忘
れ
る
事
な
く
）
②
自
信
は
声
に
表
れ
る

（
�
声
が
大
き
い
事
は
自
信
が
有
る
証
拠
と

み
ら
れ
る
）
③
時
は
金
な
り
（
業
務
を
進
め

て
い
く
上
で
最
も
ロ
ス
す
る
ケ
ー
ス
は
時
間

の
無
駄
使
い
だ
）
後
は
迅
速
な
行
動
力
も
結

構
必
要
で
考
課
の
対
象
に
も

な
る
。

朝
一
番
に
出
勤
し
元
気
に

大
き
な
声
で
誰
に
で
も
キ
チ

ン
と
一
年
間
毎
日
挨
拶
が
出

来
れ
ば
先
ず
は
合
格
！
と
い

う
の
は
い
か
が
だ
ろ
う
か
？

企
業
サ
イ
ド
か
ら
は
、『
消

せ
る
ペ
ン
か
消
せ
な
い
ペ
ン

か
』
の
見
極
め
が
キ
チ
ン
と

で
き
る
か
で
し
ょ
う
ね
？

▼
観
賞
用
桜
と
い
え
ば
「
染

井
吉
野
（
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
）」

が
代
表
格
で
、
奈
良
吉
野
山

の
山
桜
と
区
別
す
る
た
め
に

東
京
の
駒
込（
地
名
�
染
井
）

地
区
が
発
祥
の
地
と
い
わ
れ

て
い
る
。

新
入
社
員
の
最
初
の
仕
事

は
花
見
（
新
入
社
員
歓
迎
会
）
の
場
所
取
り

と
も
言
わ
れ
て
い
る
が
、
今
年
は
果
た
し
て

如
何
だ
っ
た
だ
ろ
う
か
？
そ
の
際
に
「
今
日

は
無
礼
講
で
…
」
と
の
言
葉
を
よ
く
耳
に
す

る
が
、
酒
で
正
体
を
無
く
す
と
『
消
せ
な
い

ボ
ー
ル
ペ
ン
』
に
そ
の
言
動
が
な
っ
て
し
ま

い
人
事
考
課
に
も
大
き
く
影
響
す
る
の
で
要

注
意
！

全国ネットの人材情報で、
出出向向・・移移籍籍等等のの支支援援！！

●お問い合わせ

�048‐642‐1121（土・日・祝日休）
http://www.sangyokoyo.or.jp/

出向・移籍の
専門機関

企業間の人材マッチングを
サポートしています。

無 料
情報の提供、相談、
あっせんの費用は
かかりません。

信頼と安心
経済・産業団体と
厚生労働省の協力
で設立された公益
法人です。

事
業
だ
よ
り

第205回

ここんんなな時時ににここんんなな事事をを！！
エッセイスト 和 宮 英 之

告

知

版

お気軽に
ご相談ください

埼玉
事務所

出向・移籍対象者 求 人

受受入入企企業業

情報の授受
相談など

斡旋・紹介

企業間交渉の
機会の設定など

セセンンタターー
情報の授受
相談など

送送出出企企業業
人人事事部部門門
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内
容

東
大
物
理
学
者
が
教
え
る
�
考
え
る

力
�
の
鍛
え
方
〜
想
定
外
の
時
代
を

生
き
抜
く
た
め
の
ヒ
ン
ト

講
師

東
京
大
学
大
学
院
理
学
系
研
究
科

（
物
理
学
専
攻
）教
授

上
田
正
仁
氏

★
第
五
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

日
時

六
月
一
八
日
㈭
一
五
時
〜
一
六
時
五

〇
分

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ

内
容

競
争
戦
略
の
考
え
方
〜
基
本
原
理
と

鳥
瞰
図
か
ら
読
み
解
く
〜

講
師

一
橋
大
学
大
学
院
商
学
研
究
科
教
授

加
藤
俊
彦
氏

★
第
六
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

日
時

六
月
二
四
日
㈬
一
四
時
〜
一
六
時

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ

内
容

企
業
に
と
っ
て
の
『
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
力
』
と
は
何
か
？
〜
成
熟
経

済
、
少
子
高
齢
化
時
代
に
必
須
の
仕

事
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
「
型
」

を
考
え
る

講
師

Ｋ
Ａ
Ｎ
Ｄ
Ｏ
（
カ
ン
ド
）
㈱
代
表
取

締
役

高
橋
輝
行
氏

★
第
一
回
ウ
ー
マ
ノ
ミ
ク
ス
推
進
委
員
会

日
時

七
月
二
日
㈭
九
時
三
〇
分
〜
一
六
時

三
〇
分

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ

内
容

女
性
の
た
め
の
自
己
改
革
〜
ポ
ジ
テ

ィ
ブ
な
人
間
関
係
を
築
き
、
ス
テ
ー

ジ
を
上
げ
る

講
師

合
同
会
社
オ
モ
テ
ナ
シ
ズ
ム
代
表
・

マ
ネ
ー
ジ
ン
グ
ダ
イ
レ
ク
タ
ー

川

邊
彌
生
氏

〈
新
入
会
の
ご
案
内
〉

ｅ
・
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
㈱

代
表
取
締
役

小
柳

昭

さ
い
た
ま
市
北
区
吉
野
町
二
―
二
一
四
―

三電
話
〇
四
八
―
六
六
九
―
六
六
二
〇

（
資
）
三
百
万
円

（
従
）
二
二
名

介
護
事
業
（
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
）

㈱
う
い
ず
総
合
研
究
所

代
表
取
締
役

宮
野

正
行

さ
い
た
ま
市
大
宮
区
三
橋
二
―
七
九
五

電
話
〇
四
八
―
六
三
一
―
三
六
九
〇

（
資
）
三
千
万
円

（
従
）
一
九
名

介
護
関
連
事
業
（
居
宅
）

㈱
ウ
エ
ル
リ
ン
ク

代
表
取
締
役

儀
賀

一
郎

さ
い
た
ま
市
大
宮
区
三
橋
二
―
七
九
五

電
話
〇
四
八
―
六
三
一
―
三
六
九
〇

（
資
）
四
千
五
百
万
円

（
従
）
二
名

介
護
関
連
事
業
、
旅
行
業

司
法
書
士
遠
藤
事
務
所

グ
ル
ー
プ
代
表

遠
藤

省
吾

さ
い
た
ま
市
北
区
東
大
成
町
一
―
四
八
九

―
一
日
勝
堂
ビ
ル
3
Ｆ

電
話
〇
四
八
―
六
五
三
―
二
一
一
七

（
従
）
四
五
名

グ
ル
ー
プ
と
し
て
の
業
務

行
政
書
士
業
、

土
地
家
屋
調
査
士
業
務
、
土
地
開
発
業
務
、

有
料
老
人
ホ
ー
ム
入
居
等
の
為
の
身
元
保

証
業
務

㈱
大
川
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

代
表
取
締
役

川
畑

賢
治

さ
い
た
ま
市
見
沼
区
風
渡
野
二
六
七
―
一

電
話
〇
四
八
―
六
八
五
―
九
八
八
八

（
資
）
三
億
八
千
六
百
七
十
四
万
円

（
従
）
三
〇
名

不
動
産
賃
貸
業

大
宮
エ
ー
ス
レ
ー
ン
㈱

取
締
役

河
端

一

さ
い
た
ま
市
北
区
宮
原
町
四
―
一
四
四
―

四電
話
〇
四
八
―
六
五
二
―
四
六
〇
六

（
資
）
二
千
万
円

（
従
）
二
名

不
動
産
賃
貸
業

大
宮
西
口
共
同
ビ
ル
㈱

代
表
取
締
役

関
根

洋
征

さ
い
た
ま
市
大
宮
区
桜
木
町
二
―
三

電
話
〇
四
八
―
六
四
五
―
五
一
三
〇

（
資
）
一
千
万
円

（
従
）
一
七
名

不
動
産
賃
貸

共
栄
繊
維
㈱

代
表
取
締
役

矢
﨑

淳

さ
い
た
ま
市
西
区
大
字
宝
来
字
町
田
六
一

五
―
一

電
話
〇
四
八
―
六
二
四
―
一
一
四
二

（
資
）
二
千
万
円

（
従
）
四
五
名

繊
維
製
品
製
造
業

㈱
グ
レ
ー
ト
フ
ル

代
表
取
締
役

岩
﨑

英
治

さ
い
た
ま
市
北
区
吉
野
町
一
―
三
九
〇
―

二
―
一
〇
一

電
話
〇
四
八
―
七
八
二
―
六
五
〇
六

（
資
）
九
百
万
円

（
従
）
一
九
名

介
護
サ
ー
ビ
ス
業

㈱
工
進
精
工
所

代
表
取
締
役
社
長

坂
木

祥
久

狭
山
市
新
狭
山
一
―
一
―
一
二

電
話
〇
四
―
二
九
五
二
―
八
二
五
一

（
資
）
一
億
円

（
従
）
一
九
二
名

輸
送
用
機
械
器
具
製
造

㈱
恒
電
社

代
表
取
締
役

恒
石

隆
顕

北
足
立
郡
伊
奈
町
西
小
針
六
―
一
〇
八

電
話
〇
四
八
―
七
二
八
―
四
二
八
三

（
資
）
一
千
万
円

（
従
）
一
五
名

電
気
配
線
工
事
業

医
療
法
人
社
団
新
聖
会
う
い
ず
ク
リ
ニ
ッ
ク

理
事
長

�
島

拓
也

さ
い
た
ま
市
北
区
奈
良
町
三
二
―
六

電
話
〇
四
八
―
六
六
二
―
八
一
〇
〇

（
資
）
九
百
万
円

（
従
）
二
五
名

医
療
・
介
護
事
業
（
デ
イ
ケ
ア
）

㈱
草
加
葵

代
表
取
締
役
社
長

安
達

宜
秀

八
潮
市
南
後
谷
六
六
八

電
話
〇
四
八
―
九
九
六
―
三
七
一
一

（
資
）
一
千
万
円

（
従
）
一
三
七
名

米
菓
・
和
菓
子
の
製
造
販
売

社
会
福
祉
法
人
大
樹
会

理
事
長

井
上

直
樹

白
岡
市
上
野
田
三
五
七
―
一

電
話
〇
四
八
〇
―
九
〇
―
四
〇
三
〇

（
従
）
二
五
二
名

社
会
福
祉
法
人

㈱
高
岡
電
気
工
業

代
表
取
締
役

高
岡

武

北
葛
飾
郡
松
伏
町
田
島
東
一
―
二
二

電
話
〇
四
八
―
九
九
一
―
三
八
五
〇

（
資
）
三
千
万
円

（
従
）
三
〇
名

電
気
設
備
工
事
業

積
田
冷
熱
工
事
㈱

代
表
取
締
役

積
田

鉄
也

さ
い
た
ま
市
浦
和
区
元
町
二
―
一
八
―
一

三電
話
〇
四
八
―
八
八
六
―
八
三
一
一

（
資
）
三
千
万
円

（
従
）
二
六
名

空
調
・
給
排
水
工
事

㈱
ニ
チ
ネ
ン

代
表
取
締
役

小
林

裕
一
郎

上
尾
市
領
家
五
七
―
一

電
話
〇
四
八
―
七
八
一
―
九
二
六
一

（
資
）
四
億
九
千
九
百
万
円

（
従
）
一
五
四
名

固
形
燃
料
、
カ
セ
ッ
ト
コ
ン
ロ
、
カ
セ
ッ

ト
ボ
ン
ベ
、
洗
剤
、
着
火
剤
、
保
冷
剤
、

清
涼
飲
料
水
等

㈱
ピ
ー
ア
ン
ド
デ
ィ
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ

代
表
取
締
役

溝
口

隆
朗

さ
い
た
ま
市
大
宮
区
桜
木
町
一
―
七
―
五

電
話
〇
四
八
―
六
四
三
―
九
七
二
〇

（
資
）
九
千
万
円

（
従
）
九
名

不
動
産
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ

ヒ
ル
マ
ン
商
事
㈱

代
表
取
締
役

昼
間

孝
一

さ
い
た
ま
市
北
区
宮
原
町
三
―
三
七
六
―

一
―
三
〇
三

電
話
〇
四
八
―
六
六
五
―
一
四
五
一

（
資
）
四
千
八
百
六
十
万
円

（
従
）
四
名

不
動
産
管
理
・
賃
貸

藤
電
設
㈱

代
表
取
締
役

須
田

桂
市

上
尾
市
小
敷
谷
五
三
―
六

電
話
〇
四
八
―
七
二
五
―
六
七
〇
一

（
資
）
二
千
万
円

（
従
）
一
七
名

建
設
業
（
電
気
設
備
工
事
）

㈱
桝
徳

代
表
取
締
役
専
務

星
野

敏
之

さ
い
た
ま
市
大
宮
区
堀
の
内
町
一
―
六
九

七電
話
〇
四
八
―
六
五
八
―
五
六
〇
〇

（
資
）
一
千
万
円

（
従
）
二
〇
名

木
材
・
建
材
・
住
宅
設
備
機
器
販
売

医
療
法
人
武
蔵
野
総
合
病
院

理
事
長

小
室

万
里

川
越
市
大
字
大
袋
新
田
九
七
七
―
九

電
話
〇
四
九
―
二
四
四
―
六
三
四
〇

（
資
）
三
千
六
十
万
円

（
従
）
二
九
〇
名

医
療
業

㈱
八
洲
電
業
社

代
表
取
締
役

吉
村

克
昌

さ
い
た
ま
市
北
区
日
進
町
三
―
三
七
―
一

電
話
〇
四
八
―
六
六
三
―
三
三
六
一

（
資
）
六
千
万
円

（
従
）
五
〇
名

電
気
工
事
業

八
千
代
工
業
㈱

取
締
役
社
長

笹
本

裕
詞

狭
山
市
柏
原
三
九
三

電
話
〇
四
―
二
九
五
五
―
一
二
一
一

（
資
）
三
十
六
億
八
千
五
百
六
十
万
円

（
従
）
一
四
九
九
名

自
動
車
機
能
部
品
（
燃
料
タ
ン
ク
、
サ
ン

ル
ー
フ
）
の
開
発
・
製
造
と
板
金
部
品
、

樹
脂
部
品
の
製
造
、
本
田
技
研
工
業
株
式

会
社
向
け
軽
自
動
車
の
受
託
生
産

㈱
ユ
ー
デ
ィ
ケ
ー

代
表
取
締
役
社
長

関
根

信
次

さ
い
た
ま
市
浦
和
区
岸
町
五
―
七
―
一
一

電
話
〇
四
八
―
八
二
九
―
二
九
一
一

（
資
）
一
億
円

（
従
）
一
六
一
名

総
合
建
設
業
（
土
木
事
業
・
建
築
事
業
・

ア
ス
フ
ァ
ル
ト
製
品
事
業
・
環
境
事
業

他
）

㈱
ヨ
コ
ハ
ウ
ス

代
表
取
締
役

横
田

松
博

千
代
田
区
神
田
松
永
町
一
八
―
一

電
話
〇
三
―
五
二
八
九
―
〇
八
八
八

（
資
）
三
千
万
円

（
従
）
一
一
名

建
築
設
計
業

㈱
Ｌ
Ｉ
Ｘ
Ｉ
Ｌ
ビ
バ

代
表
取
締
役
社
長

渡
邉

修

さ
い
た
ま
市
浦
和
区
上
木
崎
一
―
一
三
―

一電
話
〇
四
八
―
六
一
〇
―
〇
六
一
〇

（
資
）
二
百
億
円

（
従
）
七
三
〇
〇
名

ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー

〈
代
表
者
変
更
〉

ア
イ
デ
ッ
ク
ス
社
会
保
険
労
務
士
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